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論
」
は
「
本
有
今
無
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を
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な
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寸 4

第
一
節

は
じ
め
に

現
行
の
四
十
巻
「
大
乗
浬
襲
経
」
(
所
語
る
「
北
本
」
、
曇
無
識
が
四
一
回
j
一
二
年
に
訳
出
し
た
と
伝
わ
る
)
の
数
箇
所
に
言
及

さ
れ
て
い
る
「
本
有
今
無
」
掲
と
は
、
巻
十
「
如
来
性
品
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
テ
キ
ス
ト
全
体
に
お
い
て
四
欝
慌
に
見
出
さ
れ

る
と
こ
ろ
の
、
「
本
有
今
無
。
本
無
今
有
。
一
二
世
有
法
。
無
有
是
処
」
、
つ
ま
り
「
本
有
り
て
今
無
し
。
本
無
く
し
て
今
有
り
二
二
世

こ
と
わ
時

有
法
(
三
世
に
有
で
あ
る
法
〕
。
是
の
(
三
つ
の
]
処
有
る
こ
と
無
し
」
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
俸
は
、
か
つ
て
先

学
に
よ
っ
て
、
「
顔
る
重
要
な
る
も
の
と
し
て
、
仏
教
室
埋
の
一
題
言
と
せ
ら
れ
た
ち
(
常
盤
大
定
)
」
、
「
後
の
連
繋
教
学
に
多
大
の

関
係
を
有
す
る
(
布
施
浩
一
記
)
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
意
義
が
重
要
視
身
、
C

れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
(
以
下
、
「
本
有

今
無
」
・
「
本
無
今
有
」
・
「
三
世
有
法
」
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
記
述
を
「
本
有
今
無
」
説
と
呼
ぶ
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の

高
埼
産
道
博
士
の
研
究
に
お
い
て
、

四
十
巻
本
「
大
乗
浬
繋
経
」
に
最
初
に
現
れ
る
巻
十
「
如
来
性
品
」
の
「
本
有
今
無
」
傷
は
、
巻
十
一
以
降
の
記
述
を
引
き
出

層
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
第
西
号

平
成
十
三
年
三
月

ζ〉



『
大
智
度
議
』
は
「
本
有
今
無
」
傷
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

ζ〉

1m 

す
導
入
の
役
を
果
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
蔵
訳
の
確
実
な
浬
繋
経
」
に
は
無
く
、
法
顕
訳
の
六
巻
本
に
も
無
い
の
で
、

後
に
な
っ
て
「
大
乗
浬
駒
栄
経
」
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ち
、
巻
十
一
以
捧
に
も
数
一
回
一
引
用
さ
れ
て
い
る
。
(
主
配
)

と
指
接
さ
れ
て
い
て
以
来
、
こ
の
信
の
本
来
性
と
存
在
意
義
は
疑
問
視
さ
れ
る
趨
勢
に
あ
る
が
如
く
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
筆
者
辻
、
む
し
ろ
こ
の
鑓
が
非
本
来
的
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
四
十
巻
本
成
立
の
問
題
と
の
連
関
に
お
い
て
、
特
殊
な
興

味
を
覚
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
を
本
稿
で
論
じ
て
み
た
い
と
考
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
高
崎
博
士
が
用
い
て
お

ら
れ
る
「
蔵
訳
の
確
実
な
浬
繋
経
」
と
い
う
呼
称
は
、
北
京
版
で
い
う
な
ら
ば
、
恥
七
八
八
を
指
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
現

存
す
る
党
本
の
猷
片
と
符
合
し
、
法
顕
訳
六
巻
本
と
曇
無
識
訳
全
四
十
巻
中
の
前
分
十
巻
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
討
の
で
、
そ
れ
は

麗
訳
さ
れ
た
も
の
の
中
で
本
来
の
形
態
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
『
大
乗
浬
繋
経
」
で
あ
る
、
と
理
解

し
た
上
で
、
本
稿
で
も
そ
の
呼
称
を
患
い
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
四
十
巻
本
に
完
全
に
対
応
す
る
北
京
販
の
恥
七
八
七
の
蔵
訳
は
漢

訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
(
筆
者
も
重
訳
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
)
の
で
本
箱
で
試
用
い
な
い
。

さ
て
、
詳
し
い
考
察
に
先
立
っ
て
、
「
大
乗
浬
襲
経
』
の
成
立
の
段
階
に
つ
い
て
、
衛
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
大
乗
浬
襲
経
」

の
原
始
形
態
に
つ
い
て
は
、
下
回
正
弘
博
士
が
平
成
三
年
に
発
表
し
た
詳
し
い
論
文
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
次
掲
の
①
と

②
に
関
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
「
義
訳
の
確
実
な
浬
繋
経
」
の
範
囲
の
中
の
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
関
心
は
そ
の
原
始
形
態
以
誇

の
成
立
過
程
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

ま
ず
、
四
十
巻
本
全
体
の
構
成
辻
次
の
如
く
で
あ
る
。

前
分
十
巻

中
分
十
巻

@
寿
命
品

③
現
病
品

金
関
身
品

聖
行
品

名
字
功
徳
品

交
行
品
嬰
克
行
品

②
郊
来
性
品

一
切
大
衆
所
間
品



後
分
二
十
巻

④
徳
王
品

⑤
師
子
開
札
口
郎

③
迦
葉
品

⑦
慢
陳
如
品

「
大
乗
浬
繋
経
」
に
は
、
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
、
一
応
、
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
分
、
細
分
す
れ
ば
七
つ
の
段
階
の
増
広
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
足
。
そ
し
て
、
「
蔵
訳
の
確
実
な
浬
繋
経
」
に
対
応
す
る
の
は
、
前
分
十
巻
、
す
な
わ
ち
①
の
三
品
と
②
の
二
品
で

あ
る
。
な
お
、
「
本
有
今
無
」
鑓
は
、
前
分
の
②
「
如
来
性
品
」
、
中
分
の
③
「
発
行
品
」
、
後
分
の
⑤
「
諒
子
現
品
」
に
二
笛
一
所
、

存
在
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
「
本
有
今
無
」
傷
の
典
拠
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
和
雄
浩
岳
博
士
は
、
大
正
蔵
第
二
十
六
巻
所
収
の
世
義
造
真
諦
訳

(
五
五
O
年
訳
出
)
と
伝
わ
る
「
浬
繋
経
本
有
今
無
渇
論
」
と
い
う
小
論
(
大
正
義
で
二
頁
分
)
の
「
解
題
」
に
お
い
て
、
「
本
有
今

無
」
と
「
本
無
今
有
」
が
外
道
の
説
で
つ
二
世
有
法
」
が
小
乗
の
説
で
あ
る
こ
と
を
「
論
』
の
著
者
は
言
っ
て
い
る
、
と
指
掃
し
て

い
る
)
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
「
論
」
は
、
「
大
乗
浬
繋
経
』
に
一
一
一
一
O
年
ほ
ど
遅
れ
て
中
国
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
「
本
春

今
無
」
掲
が
「
浬
業
経
」
の
確
実
な
部
分
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
か
っ
、
本
稿
の
結
論
か
ら
見
れ
誌
、

「
本
宥
今
無
」
と
「
本
無
今
宥
」
は
外
道
の
説
で
は
な
く
、
仏
教
内
の
説
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
哀
調
」
は
筆
者
の
当
面
の

関
心
の
中
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
世
の
中
居
の
注
釈
者
た
ち
も
、
大
方
は
、
こ
の
鑓
の
存
在
に
疑
問
を
持
っ

て
泣
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
中
に
は
、
例
え
ば
僧
宗
(
四
三
入
;
九
六
年
)
の
如
く
、
こ
の
掲
の
内
容
に
疑
問
を
持
っ

た
者
も
い
た
の
で
あ
る
が
、
僧
宗
に
し
て
も
「
経
の
主
題
が
加
来
の
常
住
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
無
常
を
説
く
こ
の

楊
は
(
こ
の
経
本
来
の
)
そ
の
主
題
に
沿
う
も
の
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
れ
」
(
攻
意
)
と
単
に
疑
問
を
発
す
る
の
み
で
、
こ
の
億

が
「
大
乗
謹
繋
経
」
に
存
在
す
る
に
至
っ
た
事
由
を
そ
れ
誌
上
追
求
し
て
は
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
本
有
今
無
」
俸
の
内
容
理
解
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
津
影
慧
遠
(
五
二
三
j
九
二
年
)
が
「
傷
の
解
釈
は
各
人
様
々

で
あ
る
(
主
配
)
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
山
復
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
の
仏
教
者
た
ち
の
簡
で
は
、
こ
の
喝
の
内
容
理
解
に

「
大
智
度
論
』
辻
「
本
容
今
鉦
…
」
渇
を
如
何
者
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
式
田
)

ニ
(
)
五



『
大
智
度
論
」
は
「
本
有
今
鉦
…
」
儲
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

二
(
)
六

は
十
分
な
一
致
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
如
く
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
大
乗
浬
繋
経
」
の
内
容
自
体
に
こ
の
喝
の
説
明
を
求
め
る
こ
と
は
、

彼
ら
に
と
っ
て
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
環
に
筆
者
も
「
大
乗
浬
襲
経
」
、
そ
れ
自
体
の
「
本
存
今
無
」
間
関

に
関
す
る
諸
記
述
の
出
向
に
、
あ
る
種
の
相
互
矛
盾
を
惑
じ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
大
乗
浬
葉
経
」
以
外
に
こ
の
喝
を
理
解
す
る
手
が
か
り
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
、
と
言
う
な
ら
ば
、
関
え
ば
、

こ
の
楊
辻
、
「
大
乗
浬
繋
経
』
が
釈
尊
の
謹
繋
を
題
材
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
京
始
仏
典
に
説
か
れ
る
釈
尊
の
十
四
無
記
の

中
の
、
釈
尊
が
〈
如
来
の
死
後
は
、
「
有
・
無
・
脊
か
つ
無
・
有
か
つ
無
に
非
ず
」
の
い
ず
れ
か
〉
と
い
う
潤
い
に
辻
答
え
な
か
っ

か
と
い
う
、
具
体
的
な
問
題
意
識
に
起
因
し
て
い
討
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
こ
の
喝
の
中
の
「
三
世
有
法
」

辻
、
有
部
の
「
三
世
実
有
、
法
体
恒
有
」
説
と
関
連
し
て
い
る
、
と
も
想
復
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
態
は
そ
れ
誌
ど
単
純
で
誌
な
い
。
結
論
的
な
こ
と
を
先
に
記
す
な
ら
ば
、
こ
の
「
本
有
今
無
」
喝
の
存
在
の

問
題
の
背
景
に
は
、
「
大
乗
渥
繋
経
」
と
「
大
智
度
議
」
と
の
間
に
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の
桔
違
が
存
在
し
て
い
る
が
如
く
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
「
本
有
今
無
」
信
は
、
多
分
、
「
大
乗
浬
繋
経
』
の
漢
訳
者
、
す
な
わ
ち
曇
無
識
が
、
当

該
テ
キ
ス
ト
と
そ
れ
に
先
行
す
る
「
大
智
度
論
』
と
の
関
に
存
す
る
そ
の
栢
違
を
意
識
し
た
が
故
に
、
「
大
智
震
論
」
の
説
に
対
し

て
自
ら
が
漢
訳
を
手
が
け
た
テ
キ
ス
ト
の
独
自
性
を
強
譲
せ
ん
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
「
大
乗
浬
業
経
」
と
「
大
智
度
論
」
と
の

思
想
の
相
違
を
調
停
せ
ん
と
し
て
、
そ
の
本
来
の
テ
キ
ス
ト
(
「
蔵
訳
の
確
実
な
理
繋
経
」
に
対
忘
す
る
も
の
)
に
付
加
し
た
も
の

で
あ
る
、
と
い
う
筆
者
自
身
の
推
測
を
述
べ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
筆
者
の
こ
の
推
測
は
、
本
稿
に
お
け
る
詳
し
い
考
察
に
先
立
っ

て
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
事
実
に
支
え
ら
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
「
大
乗
浬
繋
経
』
の
訳
出
は
、
『
大
智
度
論
」
訳
了

(四
O
五
年
)
の
わ
ず
か
九
年
後
に
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
大
智
度
論
」
に
辻
、
し
ば
し
ば
(
二
十
笛
所
以
日
)
)
「
本
有

今
無
」
説
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
か
っ
、
曇
無
識
に
よ
っ
て
「
大
乗
浬
繋
経
」
に
用
い
ら
れ
た
「
本
有
今
蕪
」
説

を
講
成
す
る
諾
漢
語
は
羅
什
に
よ
っ
て
「
大
智
度
論
」
の
中
で
先
に
吊
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
大
智
度
論
』



辻
、
諸
法
が
「
空
」
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
「
本
有
今
無
」
・
「
本
無
今
宥
」
・
「
三
世
有
法
」
の
す
べ
て
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
一
方
の
「
大
乗
浬
繋
経
』
に
お
い
て
辻
、
「
本
有
今
蕪
」
・
「
本
蕪
今
有
」
・
「
三
世
有
法
」
を
、
い
ず
れ
の
箇
所
に
お
い
て
も
、

文
字
の
上
で
は
、
「
大
智
度
論
」
と
同
じ
理
由
で
否
定
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
お
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
、
曇
無
識
が
漢
訳
に
当
た
っ

て
本
来
の
テ
キ
ス
ト
に
「
本
有
今
無
」
喝
を
付
加
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
辻
、
「
本
有
今
無
」
・
「
本
無
今
有
」
・
「
三
世
有

法
」
の
す
べ
て
に
対
し
て
「
大
智
度
論
」
と
同
じ
く
否
定
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
否
定
的
で
あ
る
理
由
に
お
い
て
、
自
己
の
立
場

が
「
大
智
度
論
」
と
梧
違
す
る
、
そ
の
点
を
主
張
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
「
大
乗
連
繋
経
」
と
「
大
智
度
論
』

と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の
相
違
を
調
停
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
紙
数
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
『
大
乗
浬
襲
経
』
巻
十
一
以
降
の
「
本
有
今
無
」
傷
の
詳
細
な
検
討
は
次
の
機
会
に
譲

号
、
『
大
智
度
論
」
の
「
本
有
今
無
」
説
と
、
「
蔵
訳
の
確
実
な
謹
繋
経
」
に
は
克
ら
れ
な
い
『
大
乗
浬
繋
経
」
前
分
②
に
嘉
す
る
巻

十
「
如
来
性
品
」
の
「
本
有
今
無
」
弱
、
を
考
察
す
る
こ
と
に
留
め
る
こ
と
に
す
る
。

第
二
節

『
大
智
信
反
論
』
と
『
大
乗
浬
繋
経
』

の
思
想
的
対
立
関
係

ま
ず
第
一
に
、
『
大
乗
渥
襲
経
」
と
「
大
智
度
論
』
と
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の
棺
違
が
、
象
徴
的
に
顕
れ
て
い
る
事
例

を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
「
大
智
度
論
』
が
釈
尊
成
道
の
内
実
を
〈
得
無
生
法
忍
で
あ
る
〉
と
規
定
し
て
い
る
(
こ
れ
誌
か

つ
て
筆
者
が
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
の
で
本
篇
で
は
そ
の
詳
細
を
割
愛
す
従
)
こ
と
に
対
し
て
、
『
大
乗
浬
葉
経
」
は
、
そ
れ
を
巻
二

「
寿
命
品
」
に
お
い
て
〈
見
仏
性
で
あ
る
〉
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

成
道
産
前
の
釈
尊
に
対
し
て
ス
ジ
ャ

i
タ
に
よ
っ
て
乳
粥
が
捧
、
げ
ら
れ
、
浬
繋
亘
前
に
チ
ユ
ン
ダ
に
よ
っ
て
ス
i
カ
ラ
・
マ
ツ
ダ
ヴ
ァ

(
き
の
び
)
)
が
捧
げ
ら
れ
た
と
い
う
、
こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
雄
食
の
果
報
が
平
等
で
あ
る
こ
と
を
説
く
箇
所

『
大
智
度
論
」
は
「
本
有
今
無
」
偏
を
如
荷
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

一O七



『
大
智
度
論
」
は
「
本
有
今
無
」
揮
を
如
侍
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

二
(
)
入

に
お
い
て
、
次
の
如
く
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

G

{
引
用
1
}

純
陀
よ
、
雄
食
に
二
つ
の
果
報
無
差
な
る
有
り

G

何
等
を
か
こ
つ
と
為
す
。
一
つ
に
は
受
け
己
り
て
阿
葬
多
羅
三
義
三
菩
提
を

得
る
。
二
つ
に
は
受
け
己
り
て
浬
繋
に
入
る
。
・
:
。
菩
寵
(
或
道
前
の
釈
尊
の
こ
と
〕
は
菊
の
時
に
鍍
金
を
受
け
己
り
て
金
制

三
味
に
入
り
、
此
の
食
を
消
し
己
り
て
即
ち
仏
性
を
見
て
同
葬
多
羅
三
義
三
菩
提
を
得
た
る
な
り
。
是
の
故
に
我
れ
(
釈
尊
の

こ
と
て
二
越
の
果
報
等
し
く
し
て
差
出
別
無
し
、
と
言
う
。
菩
薩
は
需
の
時
に
西
魔
を
破
壊
せ
れ
り
。
今
、
浬
繋
に
入
る
に
亦
た

西
魔
を
破
す
な
り
。
是
の
故
に
我
れ
、
二
施
の
果
報
等
し
く
し
て
差
刻
無
し
、
と
言
う
。

(
傍
線
(

]
内
筆
者
)

つ
ま
り
、
本
来
、
唯
一
絶
対
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
の
釈
尊
成
道
の
内
実
が
、
「
大
智
度
論
」
に
お
い
て
は
、
(
筆
者
自
身
が
泊
稿
に

論
じ
た
限
り
に
お
い
て
は
)
〈
空
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
は
ず
の
「
無
生
法
忍
」
を
得
る
〉
と
言
わ
れ
、
「
大
乗
浬
繋
経
」
に

お
い
て
は
、
(
こ
れ
は
一
志
、
現
仔
の
仏
教
学
の
通
念
に
し
た
が
っ
て
云
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
)
そ
の
前
分
の
②
に

属
す
る
巻
七
「
如
来
性
品
」
の
有
名
な
一
文
で
あ
る
「
我
と
は
却
ち
是
れ
如
来
蔵
の
義
な
り
。
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
り
、
即
ち

是
れ
我
の
義
な
り
」
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
・
ヴ
ェ
ー
ダ
i
ン
タ
的
で
あ
る
と
高
崎
博
士
に
指
損
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
の
、
〈
我
の
思
想
に
基
づ
く
「
仏
性
」
を
見
る
こ
と
〉
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
再
テ
キ
ス
ト
の
立
場
辻

栢
互
に
異
質
的
で
あ
る
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
【
引
用
1
】
は
、
「
議
訳
の
確
実
在
渥
葉
経
」
と
法
顕
訳
六
巻
本
に
は
無
い
の
で
後
世
の
付
加
で
あ
る
、
と
下
田
博

士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
部
分
の
中
に
収
ま
る
も
の
、
つ
ま
り
、
「
大
乗
浬
繋
経
」
の
非
本
来
的
部
分
で
あ
る
こ
と
に
は
、
留



意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

G

と
こ
ろ
で
、
「
大
智
度
論
」
を
熟
読
し
た
上
で
「
大
乗
浬
繋
経
』
を
理
解
せ
ん
と
し
た
浄
影
慧
遠
辻
、
『
大
乗
義
章
」
「
浄
法
緊
」

中
の
巻
十
四
「
十
無
生
忍
義
」
に
お
い
て
、

{
引
男
2
}

〔
真
実
法
に
つ
い
て
分
別
す
れ
ば
、
無
生
法
忍
は
〕
即
ち
是
れ
不
空
知
来
蔵
〔
の
忍
、
あ
る
い
は
{
引
用

1
}

ば
見
仏
性
]
な
ち
。

の
言
葉
で
言
え

〆'ー¥
「司ーー宅

〕
内
筆
一
軒
)
)

と
言
い
、
一
向
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的
京
理
を
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
こ
れ
ら
二
つ
の
相
互
対
立
的
な
披
念

(
無
生
法
忍
と
仏
性
)
を
同
一
視
す
る
と
い
う
、
思
想
の
内
実
に
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
独
自
の
理
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
を
卓
見
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
慧
遠
に
よ
る
無
生
法
忍
と
仏
性
の
同
一
視
が
な
け
れ
ば
、
大
乗
仏

教
と
い
う
一
つ
の
枠
組
み
が
現
在
に
至
る
ま
で
保
持
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
こ
の
理
解
が
「
大
乗
浬
繋
経
」

の
非
本
来
的
な
記
述
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
筆
者
に
は
こ
の
理
解
が
、
「
大
乗
浬
葉
経
」
の
作
者
た
ち
の
様
々
な
思

想
的
意
図
よ
り
も
、
思
想
と
し
て
の
本
質
に
鋭
く
迫
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
畏
敬
の
念
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る

G

い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
慧
遠
の
理
解
は
、
「
大
乗
浬
業
経
」
に
最
接
的
に
付
け
加
え
ら
れ
た
後
分
⑤
で
あ
る
と
こ
ろ
の
巻
二
十
七
「
踊

子
札
口
問
」
に
至
っ
て
、
半
ば
唐
突
に
提
示
さ
れ
る
「
仏
性
と
は
第
一
義
空
に
名
づ
任
」
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
テ

i
ゼ
と
、
「
大
智

度
論
」
の
空
の
立
場
か
ら
す
る
無
生
法
忍
の
理
解
と
を
、
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
に
、
「
大
菅
度
論
」
と
「
大
乗
浬
業
経
」
と
を
思
想
的
に
対
立
し
て
い
る
も
の
と
は
み
な
さ
ず
に
、
再
テ
キ
ス
ト
の
思
想

『
大
智
度
論
」
は
「
本
有
今
無
」
掲
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

〈コ
ブL



『
大
智
震
論
』
辻
「
本
有
今
蕪
」
喝
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
司
)

ζコ

を
よ
り
根
源
的
に
理
解
す
る
傾
向
辻
、
慧
遠
の
み
な
ら
ず
、
精
代
の
主
な
仏
教
者
、
例
え
ば
士
口
議
や
智
頭
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
慧
遠
の
理
解
は
、
彼
に
先
立
つ
道
生
(
三
五
五
;
四
三
四
年
)
の
「
要
ず
先
に
不
空
を
見
、
然
る
後
に
空
乃
ち
第
一
義

な
る
を
見
る
べ
げ
〕
)
」
と
い
う
、
〈
不
空
か
ら
空
へ
と
い
う
次
第
を
つ
け
た
理
解
〉
と
も
、
勿
論
、
異
な
っ
て
い
足
。

伊
亮
三
時
期

『
大
智
度
論
」
に
お
け
る
諸
法

さ
て
、
本
稿
で
考
察
す
る
「
大
智
変
論
』
に
お
け
る
〈
「
本
存
今
蕪
」
説
を
否
定
す
る
記
述
〉
は
、
先
行
す
る
「
中
論
」
の
第
十

五
章
と
第
二
十
七
章
に
お
け
る
〈
「
本
有
今
無
」
説
を
否
定
す
る
記
述
〉
を
前
提
と
し
て
い
る
は
ず
の
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
「
中
論
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
な
検
討
を
後
日
に
譲
ち
た
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
大
智
度
論
」
に
お
け
る
各
訳
語
の
原
語
が
基
本

的
に
「
二
万
五
千
領
般
若
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
中
論
』
辻
経
典
の
註
釈
で
は
な
い
た
め
(
掲
額
と

し
て
の
制
約
は
あ
る
)
、
両
論
に
お
い
て
羅
什
が
用
い
た
同
一
の
漢
語
が
党
語
で
は
一
致
し
て
い
な
い
、
と
い
う
例
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
羅
行
が
漢
訳
の
際
に
、
そ
の
訳
語
に
対
し
て
そ
の
都
度
下
し
て
い
た
辻
、
ず
の
概
念
規
定
に
辻
、
遵

い
う
る
も
の
と
遵
い
え
な
い
も
の
と
が
あ
る
の
で
あ
り
、
両
論
に
お
け
る
同
一
訳
語
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
従
っ

て
、
そ
の
概
念
を
改
め
て
規
定
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
煩
瑛
な
作
業
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は

紙
幅
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
手
始
め
に
「
大
智
度
論
」
の
多
岐
に
わ
た
る
諸
記
述
を
整
理
し
て
、
常
・
無
常
を
基
準
と
し
て
「
諸
法
」

を
分
類
し
、
そ
の
概
略
を
次
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
以
下
の
分
類
は
、
「
大
智
度
論
」
に
晃
い
出
さ
れ
る
全
て
の
法
に
対
応

す
る
存
在
論
的
な
範
轄
を
網
羅
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
さ
ち
な
る
補
足
と
、
次
下
の
既
出
分
に
対
す
る
修
正
も
今
後

に
挨
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



そ
れ
で
は
、
常
・
無
常
と
い
う
規
準
に
従
っ
た
限
り
で
の
、

『
大
智
度
論
」
に
お
け
る
諸
法
を
分
類
し
て
次
に
謁
、
げ
よ
う
。

常
口
広
三
で
あ
る
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
常
住
m
m
m
4
E
9
で
あ
り
、
生
滅
が
無
(
山
)
は
ず
の
台
。

①
外
教
に
お
い
て
は
、
渥
繋

E
3
p
g、
徴
組
ユ
E
5
9
(
五
唯
、
根
底
に
性
育
長
江
肝
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ

り
:
)
、
農
空
嬰
訟
で
神
世
告
さ
・
持
r
p
-
0
・
方
(
宕
・
綴
塵

}
U
9
5
5ぎ
で
冥
初

Z
E
2
(要
す
る
に
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

i

シ
カ
学
派
の
云
う
実
体

(
-
5
4
9
に
包
括
さ
れ
る
藷
概
念
)
。

②
有
部
に
お
い
て
は
、
三
無
為
す
な
わ
ち
無
菌
縁
さ

E
5
3
3
5三
宮
5
9
な
る
、
浬
般
市
・
患
空
・
非
智
縁
滅

m
4
3
t

ssry可
mpEさ
き
m
w
c

③
(
ふ
つ
う
常
住
で
・
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
を
)
「
大
智
度
論
』
が
、
空
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
不
常
立
法
三
9

不
断
言

5
0
7喜
で
あ
る
と
す
る
齢

大
乗
に
お
い
て
は
、
諸
法
実
栢
き
号

5
5、
す
な
わ
ち
、
法
性
舎
号
5
9昏
丸
山
)
・
如
喜
三

5
5
・
実
際
芸
己
品
。
立

で
あ
り
、
そ
れ
は
般
若
波
羅
蜜
の
こ
と
で
も
あ
足
。

③ 。
無
常
主
主
}
主
で
あ
る
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
断
滅

5
0
Z含
で
あ
り
、
生
滅
が
有
る
は
ず
の
法
。

①
外
教
に
お
い
て
は
、
機
塵
和
合
の
急
な
る
(
物
体
的
な
)
諸
存
在
。

②
存
部
に
お
い
て
は
、
そ
れ
自
体
常
生
で
あ
る
と
こ
ろ
の
七
十
二
種
の
有
為
法
が
構
成
す
る
事
物
。

③
無
一
国
か
ら
生
ず
る
髭

③
「
大
智
度
論
」
が
、
空
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
不
常
不
断
で
あ
る
と
す
る
法
。

大
乗
に
お
い
て
は
、
名
宇
和
合
生
(
仮
の
施
艶
て
あ
る
い
辻
五
謹
和
合
生
、
と
も
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、

菌
縁
所
生

}UE喜
三
塁
言
三
宮
H59
の
個
々
の
存
在
者
あ
る
い
は
存
在
物
。

す
な
わ
ち
、

「
大
智
度
論
」
辻
「
本
有
今
蕪
」
掲
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)



「
大
智
度
論
』
は
「
本
有
今
無
」
鑓
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
式
缶
)

こ
の
分
類
に
お
け
る
①
と
③
は
対
称
関
孫
に
あ
り
、
③
は
空
で
な
け
れ
ば
②
の
如
き
〈
常
住
で
あ
る
法
〉
で
あ
る
c

同
様
に
⑤
と

③
も
対
称
関
係
に
あ
り
、
③
は
空
で
な
け
れ
ば
@
の
知
き
〈
断
滅
で
あ
る
法
〉
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
③
と
@
は
空
の
思
想
で
克

服
さ
れ
る
べ
き
見
方
で
あ
り
、
正
し
い
見
方
と
し
て
③
の
空
と
③
の
空
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
足
。

そ
し
て
、
こ
の
分
類
か
ら
理
解
し
う
る
「
大
智
度
論
」
の
独
自
性
の
中
か
ら
、
二
点
を
挙
げ
て
お
く
な
ら
ば
、
第
一
に
、
そ
れ
は
、

「
二
万
五
千
領
般
若
」
に
突
如
現
れ
た
、
そ
し
て
、
『
中
論
』
に
も
『
八
千
填
般
若
』
に
も
そ
れ
ま
で
明
示
さ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た

と
こ
ろ
の
、
舎
三
言
。
舎
m
p

ぎ
と
い
う
京
語
に
お
け
る
〈
法
性
〉
の
概
念
の
解
釈
に
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
中
論
」
の
(
右

に
示
し
た
⑤
に
対
応
す
る
③
の
)
〈
縁
起
に
よ
る
個
々
の
法
が
空
で
あ
る
(
第
二
十
四
章
第
十
入
信
)
〉
と
い
う
立
場
と
は
一
見
両
立

し
難
い
が
和
き
、
③
に
対
応
す
る
、
「
大
品
般
若
」
が
説
く
と
こ
ろ
の
〈
法
そ
の
も
の
と
し
て
の
存
の
概
念
で
あ
る
③
の
法
性

〔
言
言
言
立

E
Z〉
に
対
し
て
、
さ
ら
に
〈
そ
の
空
な
る
こ
と
〉
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
「
大
智
度
論
」
の
著
者
の
解
釈
的
努
力
が

あ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
後
に
本
文
中
で
触
れ
る
の
で
あ
る
が
、
阿
含
経
典
(
所
語
る
『
第
一
義
空
経
」
)
や
「
大
乗
浬
繋
経
」

が
、
〈
(
「
大
智
震
論
」
で
言
え
ば
⑤
に
相
当
す
る
)
諸
法
が
「
本
無
今
有
」
的
に
無
常
で
あ
る
こ
と
〉
が
、
そ
の
ま
ま
〈
(
「
論
」
で

言
え
ば
③
の
空
に
相
当
す
る
は
ず
の
)
「
第
一
義
空
」
で
あ
る
〉
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
『
大
智
度
論
」
辻
〈
@
の
法
が
「
本

無
今
有
」
的
に
無
常
で
あ
る
こ
と
〉
と
〈
③
の
法
性
と
③
の
法
と
が
共
に
空
で
あ
る
こ
と
〉
を
厳
密
に
区
別
し
て
、
〈
法
が
「
本
無

今
存
」
的
に
無
常
で
あ
る
こ
と
〉
を
否
定
し
、
〈
法
性
と
法
が
共
に
空
で
あ
る
こ
と
〉
を
書
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の

二
つ
の
問
題
を
絶
え
ず
意
識
し
つ
つ
論
述
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
大
智
度
議
』
は
「
一
切
法
を
略
説
し
て
宥
為
富
田
島
江
戸
・
無
為
告
白

5
昨
江
戸
・
不
可
説

g
p
F
F
-
8
3」
の
三

種
を
言
、
っ
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
の
「
不
可
説
法
」
と
は
「
護
関
婆
域
・
虚
空
・
夢
・
響
・
矯
・
影
・
幻
・
化
な
ど
の
如
き
法
」

で
あ
か
)
と
見
な
さ
れ
る
か
ら
、
@
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
諸
法
が
空
で
あ
る
こ
と
の
警
え
を
な
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
一
一



種
の
分
類
で
は
、
③
は
含
ま
れ
な
い
如
く
で
あ
る
が
、
③
は
、
③
の
〔
F
P
Z
の
如
き
も
の
な
の
で
あ
れ
ツ
、
③
に
対
す
る
所
一
語
る
苓

在
論
的
な
根
拠
の
金
書
に
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ば
存
在
そ
の
も
の
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
大
智
度
論
」
が
言

う
と
こ
ろ
の
〈
③
の
空
〉
と
は
、
日
常
的
な
個
体
的
存
在
に
対
し
て
、
要
素
的
捉
え
方
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
、
因
縁
所
生
と
い
う
流

動
的
な
存
在
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
一
方
、
〈
⑤
の
空
〉
と
は
、
定
有
で
も
虚
無
で
も
な
い
と
こ
ろ
の
、
言
葉
で
表
現
し
が
た
い
根

源
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
詳
細
辻
次
節
で
よ
り
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
無
為
法
と
有
為
法
と
は
、
原
始
仏
教
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
浬
繋
と
諸
行
と
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
上
記
の
分
類
を
見
る
限

り
で
は
、
「
大
智
度
論
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
部
の
三
無
為
と
七
十
二
有
為
が
構
成
す
る
事
物
と
に
担
当
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
範
国
を
外
教
に
ま
で
広
げ
て
、
②
と
@
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
理
念
的
・
範
轄
論
的
な

定
春
的
概
念
に
お
け
る
無
為
法
(
〈
常
住
で
あ
る
法
〉
)
と
し
て
否
定
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
き
は
②
が
念
頭
に
あ
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
空
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
何
ら
か
の
意
味
に
お
い
て
肯
定
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
き
辻
⑤
が
念
頭
に
あ
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
有
為
法
(
〈
蕪
常
で
あ
る
法
〉
)
の
場
合
も
同
様
で
あ
り
、
そ
れ
を
否
定
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
き
は
⑤
が
念
頭
に

あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
空
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
脅
定
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
き
は
③
が
念
頭
に
あ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
大
智
度
論
」
に
お
い
て
諸
法
空
が
言
わ
れ
る
場
合
は
、
(
次
節
に
挙
げ
る
【
引
用
4
】
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
)
③
の
空

は
別
説
さ
れ
て
法
性
空
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
③
の
空
の
立
場
が
諸
法
空
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
分
類
の
②
・
③
・
⑤
そ
し
て
③
と
い
う
区
別
に
考
慮
を
払
い
つ
つ
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
本
有
今
無
」

掲
に
考
察
を
進
め
よ
う
。

『
大
智
度
論
』
泣
「
本
有
今
無
」
矯
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)



『
大
智
度
論
』
は
「
本
有
今
無
」
喝
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

立ヨ

第
四
第

「
本
有
今
無
で
「
本
無
今
有
」
・
「
三
世
有
法
」
に
対
す
る
「
大
智
慶
論
』

の
立
場

で
は
、
「
大
智
度
論
」
が
、
「
本
有
今
無
」
掲
の
中
の
、
「
本
有
今
無
」
・
「
本
無
今
有
」
・
「
三
世
有
法
」
を
ど
の
よ
う
に
克
て
い
る

の
か
、
そ
の
現
実
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
に
対
す
る
言
及
は
諸
処
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
、
そ
の
中
で
も
最
も

説
暁
が
詳
し
い
、
巻
八
十
九
「
釈
善
達
品
第
七
十
九
」
か
ら
、
対
応
す
る
「
大
品
般
若
」
の
経
文
と
共
に
そ
の
解
釈
を
掲
げ
て
み
た

い
。
「
大
品
般
若
」
の
関
口
問
は
、
釈
尊
と
須
菩
提
の
問
答
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
筆
者
の
補
足
を
加
え
た
上

で
、
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
要
約
し
て
み
れ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

同
品
は
、
法
性
と
法
と
の
存
在
論
的
な
区
別
を
問
題
に
し
て
、
そ
れ
が
、
菩
護
の
修
道
す
な
わ
ち
「
大
智
度
論
』
を
一
貫
す
る
主

題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
不
住
浬
業
毛
主

5
5
2
5宝
。
を
実
現
す
る
菩
藍
配
」
と
、
い
か
に
関
連
し
て
く
る
の
か
を
説
い
て

い
る
。
そ
し
て
、
釈
尊
は
、
幻
入
の
壁
画
一
え
を
借
り
て
、
こ
の
世
界
内
の
菩
薩
の
修
道
の
未
来
永
劫
に
亘
る
持
続
性
を
説
く
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
、
人
口
に
捨
突
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
殻
若
心
経
」
的
表
現
を
告
ち
る
な
ら
ば
「
諸
法
の
空
な
る
こ
と
を
知
っ
て
無
明

が
明
に
転
じ
て
も
無
明
は
な
く
な
ら
な
い
」
か
ら
で
あ
り
、
「
大
智
度
論
」
で
言
え
ば
「
(
未
来
永
劫
に
亘
っ
て
蕪
量
で
あ
る
と
こ
ろ

の
)
衆
生
が
諸
法
の
空
な
る
こ
と
を
知
ら
な
い
-
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
修
道
の
利
他
の
局
面
に
お
け
る
幻
入
の
術
作
す
る

現
象
、
す
な
わ
ち
方
奨
力
に
よ
る
援
の
施
設
に
対
し
て
、
無
智
の
者
は
驚
嘆
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
有
智
の
者
は
そ
の
現
象
の
本
費

に
存
す
る
根
拠
を
認
識
し
て
い
る
、
と
教
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
幻
入
と
は
、
無
論
、
不
退
転
の
境
泣
に
到
達
し
た
菩
寵

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
示
す
べ
き
理
解
は
有
智
の
者
の
そ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
有
智
の
者
の
理
解
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
現
象
の
本
質
に
存
す
る
根
拠
と
し
て
の
、

つ
ま
り
修
道
の
持
続
性
を
可
能
な
ら
し
め
る
模
拠
と
し
て
の
、
〈
法
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
〉
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。



そ
の
〈
法
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
〉
こ
そ
、
今
当
に
釈
尊
が
説
こ
う
と
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

【
引
用
3

】

〈
京
文
〉
須
菩
提
。
若
法
性
前
後
中
有
異
者
。
是
菩
寵
牽
詞
寵
不
能
以
方
領
力
示
法
性
成
就
衆
生
。
須
菩
提
。
以
法
性
前
後
中

無
異
。
是
故
是
菩
薩
行
般
若
波
羅
蜜
。
為
利
益
衆
生
故
行
菩
薩
道
。

〈
書
き
下
し
〉
須
菩
提
よ
、
若
し
法
笠
、
前
・
後
・
中
に
異
存
ら
ば
、
是
の
菩
薩
摩
語
薩
は
、
方
便
力
を
以
て
法
性
を
示
し
、

衆
生
を
成
就
す
る
こ
と
龍
わ
ず
。
須
菩
提
よ
、
法
性
、
前
・
後
・
中
に
異
無
き
を
以
て
、
是
の
放
に
是
の
菩
襲
は
殻
若
波
羅
蜜

を
行
じ
衆
生
を
利
益
せ
ん
が
為
の
故
に
、
菩
薩
道
を
行
ず
る
な
り
、
と
。

(
党
本
未
公
刊
)

文
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
和
訳
を
示
そ
う
。

須
菩
提
よ
、
若
し
法
性
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
過
去
と
未
来
と
現
在
と
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
異
な
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

菩
薩
は
方
便
の
力
を
以
て
衆
生
に
法
牲
を
教
示
し
て
、
衆
生
を
浬
繋
に
入
ら
し
む
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
須
菩
提
よ
、
法
性
と

い
う
も
の
が
、
過
去
と
未
来
と
現
在
と
に
お
い
て
、
刻
異
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
菩
薩
は
、
(
一
貫
し
て
菩
護
の
存

在
を
支
え
て
い
る
は
ず
の
、
そ
の
)
般
若
波
羅
蜜
に
お
い
て
行
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
ま
た
、
衆
生
利
益

の
菩
薩
道
を
行
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
論
」

の
著
者
は
、
以
下
の
よ
う
な
〈
法
性
と
諾
法
と
が
共
に
常
に
空
で
あ
る
〉
と
い
う
思
想
を
主
張
し
て
、

「
大
智
度
論
』
は
「
本
有
今
無
」
傷
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

三E



『
大
智
度
論
」
は
「
本
高
今
無
」
穏
を
如
持
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

一ーノ、

法
性
や
法
の
「
本
有
今
無
」
説
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

【
引
南
4

】

〈
原
文
〉
此
中
仏
自
説
因
縁
。
若
法
性
先
無
後
有
c

菩
薩
不
能
得
陪
霧
多
羅
三
嘉
三
菩
提
。
亦
不
能
以
方
便
力
説
。
所
以
者
何

G

若
法
牲
先
無
後
十
有
。
従
因
縁
生
者
期
出
品
〈
凡
夫
共
法
無
異
。
若
法
性
先
有
後
無
。
衆
生
及
諸
法
則
謹
断
滅
。
以
諸
法
性
先
空
中
後

亦
爾
。
非
智
慧
力
故
令
空
c

衆
生
及
諸
法
非
以
入
禁
余
浬
襲
時
乃
空
。
従
本
己
来
常
空
。
菩
薩
教
衆
生
。
何
以
不
観
其
実
性
高

著
顛
倒
。
若
観
諸
法
畢
寛
空
性
者
。
期
知
従
本
巳
来
常
空
。
今
無
所
失
。
如
是
行
般
若
波
羅
牽
菩
薩
。
期
能
祐
利
衆
生
c

〈
書
き
下
し
〉
此
の
中
に
仏
自
ら
因
縁
を
説
く
、
若
し
法
性
、
先
無
後
有
、
な
ら
ば
、
菩
寵
辻
河
端
狩
多
羅
三
窺
三
菩
提
を
得
る
こ

と
能
わ
ざ
ら
ん
。
亦
た
方
便
力
を
以
て
説
く
こ
と
能
わ
ざ
ら
ん
。
所
以
何
ん
と
な
ら
ば
、
若
し
法
性
、
先
無
後
有
に
し
て
因
縁

よ
ち
生
ぜ
ば
、
期
ち
凡
夫
の
共
法
と
異
な
る
こ
と
な
し
。
若
し
法
性
、
先
存
後
無
な
ら
ば
、
衆
生
及
び
諸
法
は
期
ち
断
滅
に
堕

す
。
諸
法
の
性
、
先
に
空
な
る
を
も
っ
て
中
後
も
亦
た
爾
な
り
。
智
慧
力
の
故
に
空
な
ら
し
む
る
に
非
ず
、
衆
生
及
び
諸
法
、

径
一
…
余
浬
繋
に
入
る
時
を
以
て
乃
ち
空
ず
る
に
非
ず
。
本
よ
り
己
来
常
に
空
な
り
。
菩
薩
、
衆
生
を
教
う
、
何
を
以
て
か
其
の
実

性
を
観
ぜ
ず
し
て
顛
倒
に
著
す
る
や
。
若
し
諸
法
、
畢
寛
空
性
な
ち
と
観
ぜ
ば
、
即
ち
本
よ
り
己
来
常
に
空
に
し
て
、
今
失
す

る
処
な
し
と
知
る
。
是
の
如
く
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
菩
薩
は
則
ち
能
く
衆
生
を
祐
利
す
、
と
。

(
傍
一
線
筆
苧
)
)

そ
の
和
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
仏
は
自
ら
(
大
乗
的
世
界
つ
ま
ち
菩
護
当
人
と
そ
の
教
化
の
対
象
の
存
続
の
根
拠
、
そ
れ
を
法
性
の
或
る
メ
カ
ニ
ズ



ム
、
そ
れ
こ
そ
空
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
を
問
題
と
し
て
)
そ
の
菌
縁
を
次
の
よ
う
に
説
く
。
法
性
と
い
う
も
の

が
過
去
に
は
無
か
っ
た
が
現
在
は
有
る
と
い
う
も
の
(
本
無
今
有
)
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
菩
薩
行
を
円
満
し
て
菩
提
を
得
る
、

と
い
う
こ
と
は
成
立
し
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
菩
薩
が
方
便
力
を
以
て
(
衆
生
に
法
性
の
真
理
を
)
説
く
(
そ
し
て
衆
生
を

浬
繋
に
向
か
わ
せ
る
)
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
法
性
と
い
う
も
の
が
、
過
去
に
は
無
か
っ
た
が
現
在

は
有
る
、
と
い
う
因
縁
所
生
の
法
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
一
所
語
る
凡
夫
の
(
日
常
経
験
に
お
け
る
共
通
世
界
の
)
諸
事
物
(
討
共

法
)
と
異
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
法
性
と
い
う
も
の
が
、
過
去
に
有
っ
た
が
現
在
は
無
い
と
い

う
も
の
(
本
有
今
蕪
]
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
(
そ
の
法
性
を
存
在
論
的
な
根
拠
と
し
て
い
る
は
ず
の
)
衆
生
及
び
諸
法
は
断
滅

の
(
す
な
わ
ち
既
に
減
し
て
し
ま
っ
て
存
在
し
て
い
な
い
)
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
諸
法
の
法
性
と
い
う
も
の

辻
、
過
去
に
お
い
て
も
空
で
あ
っ
て
、
現
在
に
お
い
て
も
未
来
に
お
い
て
も
、
空
(
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
存
在
し
て
い

る
は
ず
)
で
あ
る
〔
舎
の
空
]
。
(
こ
の
法
性
と
い
う
も
の
の
空
と
い
う
あ
り
か
た
は
、
本
来
的
な
存
在
性
格
な
の
で
あ
り
、

仏
が
そ
の
覚
り
の
)
智
慧
力
に
よ
っ
て
(
法
性
を
)
空
な
ら
し
め
た
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
(
そ
の
法
性
を
根
拠
と
し
て

存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
)
衆
生
及
び
諸
法
は
(
仏
が
未
来
に
お
い
て
)
無
余
浬
繋
に
入
る
持
に
空
な
ら
し
め
る
も
の
な
の
で

も
な
い
。
(
そ
の
法
性
は
仏
の
成
道
や
入
渥
繋
に
は
関
わ
り
な
く
、
)
本
初
よ
り
以
来
(
そ
し
て
現
在
、
未
来
に
亘
っ
て
)
空

(
な
る
も
の
と
し
て
存
続
し
て
い
る
も
の
)
な
の
で
あ
る
。
菩
薩
は
(
こ
の
こ
と
を
)
衆
生
に
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
う

し
て
、
衆
生
が
そ
の
教
え
に
従
っ
て
、
そ
の
法
性
の
真
実
の
存
在
性
格
を
観
ず
る
こ
と
な
く
、
従
来
通
り
顛
到
し
た
現
実
認
識

に
留
ま
っ
て
い
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
衆
生
及
び
諸
法
を
(
こ
の
よ
う
な
)
究
極
(
的
な
存
在
桓
)
に
お
い
て
空

で
あ
る
と
観
ず
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
諸
法
も
(
法
性
と
同
じ
く
)
本
よ
り
己
来
(
そ
し
て
現
在
、
未
来
に
亘
っ
て
)
常
に
空

〔
③
の
空
〕
で
あ
り
、
今
(
仏
が
成
道
し
た
現
在
に
お
い
て
そ
の
本
来
の
存
在
性
格
を
)
失
う
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
(
法
性
の
認
識
に
基
づ
い
て
)
般
若
波
羅
蜜
に
お
い
て
行
ず
る
か
ら
こ
そ
、
菩
薩
は
衆
生
を
利

「
大
智
度
論
』
は
「
本
有
今
無
」
備
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

→= 



『
大
智
度
論
』
は
「
本
有
今
無
」
儀
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

f、、

益
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
和
訳
に
示
し
た
理
解
か
ら
し
て
、
こ
の
場
合
の
「
本
有
今
無
」
・
「
本
無
今
有
」
の
又
こ
と
は
、
釈
尊
の
入
翠
葉
の
時
点
で

は
な
く
、
成
道
の
時
点
を
よ
り
強
く
指
示
し
て
い
る
、
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
与
「
本
有
今
無
」
が
、
仏
の
成

道
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
そ
の
存
在
を
否
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
無
明
、
そ
の
滅
を
言
い
、
「
本
無
今
有
」
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
存

在
が
肯
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
明
、
そ
の
生
を
言
っ
て
い
る
、
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
、
『
大
智
度
論
」
の
著
者
は
、
前
世
…

明
や
照
的
が
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
は
な
く
、
三
世
を
一
貫
し
て
存
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
法
性
空
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、

〈
無
明
が
明
に
転
ず
る
〉
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
論
」
は
こ
の
よ
う
な
患
想
を
{
引
用
4
}
藍
請
の
丈
振
で
「
無
明
は
転

じ
て
実
な
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
つ
ま
り
、
〈
無
明
が
明
に
転
ず
る
〉
と
い
う
、
い
わ
ば
歴

史
的
に
一
臣
性
で
あ
り
瞬
間
的
な
出
来
事
で
あ
る
と
こ
ろ
の
釈
尊
の
成
道
と
い
う
事
実
は
、
大
乗
的
な
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
法

性
そ
の
も
の
内
に
お
い
て
、
常
に
生
起
し
続
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
こ
の
空
と
い
う
動
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い

て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
一
貫
し
て
存
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
法
性
が
、
菩
寵
の
活
動
を
永
遠
に
支
え
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
大
智
度
論
』
の
「
本
在
今
無
」
・
「
本
無
今
害
」
・
「
三
世
有
法
」
に
対
す
る
立
場
は
、

①
法
性
(
③
)
は
、
「
本
無
今
有
」
と
い
う
〈
因
縁
に
よ
る
法
(
⑤
)
〉
で
は
な
い
し
、
「
本
有
今
無
」
と
い
う
〈
断
滅
で
あ
る

法
(
@
)
〉
で
も
な
い
、
ま
た
、
「
三
世
有
法
」
と
い
う
〈
常
住
で
あ
る
法
(
②
)
〉
で
も
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
「
三
世
(
過
去
、

現
在
そ
し
て
未
来
に
亘
っ
て
先
・
中
・
後
)
に
常
に
空
と
い
う
あ
り
方
に
お
い
て
存
続
し
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

②
法
性
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
性
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
諸
法
と
衆
生
(
共
に
③
)
は
、
同
様
に
「
本
存

今
無
」
・
「
本
無
今
有
」
・
「
三
世
有
法
」
で
は
な
い
。



と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
大
智
度
論
」
は
空
の
思
想
に
よ
っ
て
②
と
@
の
両
者
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「
本
有
今
無
」
・
「
本
無
今
宥
」
と
い
う
の
は
、
@
の
〈
蕪
常
で
あ
る
法
〉
の
否
定
す
べ
き
震
性
で
あ
り
、
「
三
世
有
法
」
と
は
、
『
大

智
度
論
」
の
中
に
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
大
智
度
論
」
が
右
に
示
し
た
①
の
中
の
「
三
世
(
先
・

(

同

日

)

中
・
後
)
に
常
に
空
」
を
主
張
す
る
際
に
敵
者
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
③
の
〈
常
住
で
あ
る
法
〉
の
こ
と
で
あ
る
c

そ
し
て
、
こ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
注
E
す
べ
き
点
な
の
で
あ
る
が
、
②
を
破
す
る
の
が
③
の
空
(
法
性
空
)
で
あ
り
、
そ
れ
は
す

な
わ
ち
第
一
義
空
な
い
し
は
諸
法
実
相
の
空
あ
る
い
は
般
若
波
羅
蜜
の
空
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
そ
の
事
態
を
具
体
的
に
示
す
も

の
が
【
引
用
4
】
の
文
で
あ
る
)
。
ち
な
み
に
、
こ
の
諸
法
実
相
の
実
相
と
は
、
「
大
品
般
若
』
の
ニ
一
一
口
、
っ
法
性
舎
号
自
主
冨
宮
、
あ

る
い
は
歎
者
り
一
一
一
口
う
自
性
三
喜

ghγ
の
如
き
も
の
と
解
し
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
辻
、
諸
法
す
な
わ
ち
個
々
の
存
在
者
(
物
)

に
対
し
て
そ
の
存
在
論
的
基
盤
を
な
す
と
こ
ろ
の
、
ま
さ
に
存
在
そ
の
も
の
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
c

が
、
し
か
し
、
そ

れ
が
空
で
あ
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
場
合
の
第
一
義
空
と
は
、
表
面
的
に
は
、
煩
悩
を

具
足
す
る
因
縁
所
生
の
主
体
(
空
で
あ
る
と
こ
ろ
の
③
)
が
修
道
(
行
般
若
波
羅
蜜
)
す
る
こ
と
で
、
数
者
の
主
張
で
あ
る
と
こ
ろ

の
主
体
の
岳
性
、
な
い
し
は
、
そ
の
自
性
に
付
随
す
る
直
定
的
な
有
の
観
念
、
を
否
定
す
る
と
い
う
、
所
誇
る
「
無
自
性
空
」
の
こ

と
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
こ
こ
に
お
け
る
第
一
義
空
と
は
、
そ
の
修
道
の
主
体
自
ら
が
掠
っ
て
立
つ
根
拠
と
し
て
の

法
性
を
本
質
的
に
変
容
せ
し
め
る
と
い
う
〈
蕪
明
が
明
に
転
ず
る
可
語
性
〉
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
れ
は
、
そ
の
主
棒
に
お
い
て
無
明

が
嘆
に
転
じ
て
も
、
世
界
内
に
は
依
然
と
し
て
明
に
転
ず
べ
き
無
明
が
存
続
し
て
い
る
と
い
う
〈
無
明
の
無
尽
性
〉
で
あ
る
。
で
あ

る
か
ら
、
第
一
義
空
は
、
そ
の
主
体
を
し
て
〈
永
遠
に
菩
襲
道
を
行
ぜ
し
め
る
根
拠
〉
の
如
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
第
一
義
空
と
は
、
例
え
ば
、
『
中
論
」
第
二
十
四
章
に
述
べ
ら
れ
る
四
諦
説
を
根
拠
的
に
再
確
認
す

る
意
味
に
お
け
る
二
詩
、
そ
の
内
の
第
一
義
諦
と
い
う
概
念
が
、
「
大
智
度
論
」
に
お
い
て
空
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
措
足
さ
れ
、

『
大
智
度
議
』
は
「
本
有
今
無
」
傷
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

ブL



「
大
智
度
論
』
は
「
本
有
今
無
」
渇
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

〈コ

大
乗
の
菩
寵
の
求
道
と
の
連
関
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
空
の
患
想
の

意
味
に
お
い
て
、
『
大
智
度
論
」
は
積
極
的
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
「
論
」
が
「
真
空
妙
新
)
」
・
「
諸
法
実
相
の
積
極
的

肯
起
」
・
「
永
遠
の
肯
起
」
を
説
い
て
い
る
、
つ
ま
り
「
中
論
」
に
比
し
て
穫
極
的
・
肯
定
的
で
あ
る
、
と
い
う
一
般
的
理
慨
も
、
そ

の
理
解
が
「
大
智
度
論
」
が
「
中
論
』
よ
り
も
存
在
論
的
な
認
識
に
お
い
て
顕
示
的
な
有
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

「
大
品
般
若
」
が
説
く
法
性

S
R自
立
E
Z
を
空
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
解
釈
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
、
約
言
す
れ
ば
、
〈
菩

薩
行
の
永
遠
性
を
根
拠
守
つ
け
る
第
一
義
空
の
思
想
〉
か
ら
し
て
、
あ
ら
た
め
て
よ
ち
根
源
的
に
理
解
し
う
る
し
、
ま
た
そ
こ
に
お
い

て
、
先
掲
し
た
と
こ
ろ
の
浄
影
慧
遠
の
理
解
(
こ
れ
は
時
代
的
に
後
行
す
る
わ
け
で
あ
る
が
・
:
)
の
必
然
性
を
も
予
想
せ
し
め
る
の

で
あ
る
c

と
こ
ろ
で
、
『
大
智
度
論
」
に
お
い
て
は
、
「
本
有
今
無
」
的
な
禁
常
に
対
し
て
、
そ
れ
が
、
「
期
ち
是
れ
空
の
初
門
な
ち
」
と
言

一
切
(
要
す
る
に
、
そ
の
議
論
を
あ
た
か
も
低
次
元
の
も
の
と
み
な
し
て
い
る
)
よ
う
な
一
面
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
多
分
、
巻

九
十
六
「
釈
浬
繋
如
化
品
第
八
十
七
」
中
の
『
大
品
般
若
」
の
一
箆
に
見
出
さ
れ
る
、
次
の
知
き
「
本
存
今
無
」
の
用
例
と
桔
通
ず

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

{
引
用
5

】

仏
、
須
菩
提
に
告
、
げ
た
ま
わ
く
、
是
の
如
し
是
の
如
し
、
諸
法
は
平
等
に
し
て
声
関
の
所
作
に
非
ず
、
乃
至
、
性
空
は
即
ち
是

れ
浬
繋
な
り
。
若
し
新
発
意
の
菩
薩
、
是
の
一
切
法
は
皆
な
畢
寛
し
て
性
空
な
り
、
乃
至
、
浬
繋
も
亦
た
皆
な
化
の
如
し
、
と

聞
か
ば
、
心
別
ち
驚
儒
せ
ん
。
是
の
新
発
意
の
菩
薩
の
為
の
故
に
、
生
滅
は
化
の
如
く
、
不
生
滅
は
化
の
如
く
な
ら
ず
、
と
分

別
す
、
と
。
須
菩
提
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、
世
尊
よ
、
云
何
に
し
て
新
発
意
の
菩
藷
を
教
え
て
、
是
の
性
空
を
知
ら
し
め
ん
、

と
。
仏
、
須
菩
提
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
諸
法
は
本
有
今
無
な
る
や
〔
と
問
、
っ
べ
し
て
と
。



(
傍
隷
(

〕
内
筆
者
、
党
本
未
公
刊
)

と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
文
章
の
趣
旨
は
、

諸
法
の
法
性
が
空
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
に
は
、
新
発
意
の
菩
薩
が
畏
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
、
諸
法
は
本
有
今
無
と
い
う
生

滅
(
無
常
)
で
あ
ろ
う
か
、
と
潤
い
を
発
し
て
か
ら
そ
れ
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
党
本
未
公
判
切
で
あ
る
の
が
残
念
で
は
あ
る
が
、
「
大
品
般
若
』
が
「
本
有
今
無
」
に
言
及
す
る
の
は
、
筆
者

の
知
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
恋
す
る
『
大
智
度
論
』
の
註
釈
は
、
経
文
に
添
っ
た
説
明
を

し
て
い
る
の
み
で
、
特
に
巨
を
引
く
内
容
は
な
い
よ

な
お
、
念
の
た
め
付
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
「
大
乗
浬
繋
経
」
の
「
本
有
今
無
」
揚
が
「
大
智
震
論
」
へ
影
響
を
与
え
た
と
い

う
こ
と
は
、
般
若
空
思
想
が
仏
性
思
想
に
先
行
す
る
こ
と
や
、
「
大
智
度
論
」
中
に
仏
性
思
想
の
痕
罫
が
な
い
こ
と
か
ら
見
て
、
考

え
ら
れ
な
い
よ

第
五
節

「
大
智
信
反
論
』
に
お
け
る
「
本
無
今
有
、
己
有
還
無
」
説

そ
し
て
、
も
う
一
つ
注
呂
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
「
大
智
度
論
』
巻
三
「
初
品
中
住
王
舎
域
釈
論
第
五
」
に
お
け
る
、
牽
語
通
葉

が
自
ら
の
殻
謹
襲
に
臨
ん
だ
時
の
教
説
が
挙
げ
ら
れ
る
c

『
大
智
度
論
』
は
「
本
有
今
無
」
慢
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)



『
大
智
度
論
」
は
「
本
有
今
鉦
…
」
渇
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
臣
)

{
引
用
6
}

長
老
摩
詔
迦
葉
は
誉
罷
嘱
山
に
於
い
て
三
法
蔵
を
集
め
、
度
す
べ
き
衆
生
を
度
し
克
っ
て
、
仏
に
隠
っ
て
浬
繋
に
入
ら
ん
と
欲

し
・
:
。
長
老
牽
詞
迦
葉
辻
晴
蒔
に
禅
定
よ
り
起
っ
て
、
衆
中
に
入
ち
て
坐
し
、
無
常
を
讃
説
せ
ち
。

a
諸
の
一
一
切
の
有
為
法
試

因
縁
の
生
な
る
が
故
に
無
常
な
り
。

b
本
舞
今
有
、
己
有
還
無
(
本
と
無
く
し
て
今
有
り
、
己
に
有
っ
て
無
に
還
る
〕
の
故
に

桂
川
常
一
な
炉
。
(
鋒
破
線
[
〕
内

a
b
筆
苧
)
)

こ
の
傍
破
線
部
b
の
「
本
無
今
有
、
己
有
還
無
」
は
、
「
大
智
度
論
」
中
に
少
な
く
と
も
六
箇
聞
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

接
破
線
部
a
'
b
の
連
続
性
か
ら
見
れ
ば
、
『
論
」
が
否
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
有
為
法
の
生
滅
の
担
(
@
)
を
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
「
大
智
度
論
」
に
は
、
「
本
無
今
有
」
は
生
で
あ
り
「
己
有
還
盤
に
は
死
(
減
)
で
あ
る
、
と
も
説
明
さ
れ
て
い
討
の

で
あ
る
か
ら
、
「
己
有
還
無
」
は
、
そ
れ
を
「
本
無
今
有
」
と
切
り
離
し
て
独
立
さ
せ
れ
ば
、
「
本
有
今
無
」
と
同
意
で
あ
る
は
ず
で

あ
る
。一

方
で
、
こ
の
「
本
蕪
今
有
、
己
有
還
無
」
は
、
経
量
部
と
大
衆
部
の
説
、
す
な
わ
ち
、
「
過
去
蕪
・
現
在
有
・
未
来
蕪
」
を
言
っ

て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
本
無
今
宥
、
己
有
還
無
」
説
は
、
求
那
駿
陀
羅
訳
「
雑
阿
含
」
巻
十
三
の
所
語
る
「
第

一
義
空
経
」
に
「
不
実
詣
生
、
生
己
尽
滅
」
、
真
諦
訳
の
『
担
保
舎
論
』
に
「
先
未
有
有
、
有
己
後
無
」
と
、
ほ
ほ
用
意
の
文
と
し
て

存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
玄
英
訳
の
諸
論
、
例
え
ば
「
倶
舎
論
ア
「
顕
正
理
論
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
本
無
今
有
、
有
己
還

無
」
・
「
本
無
今
有
、
有
己
還
去
」
と
、
ほ
ぼ
同
語
の
文
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
c

し
か
し
な
が
ら
、
羅
什
訳
「
大
智
度
論
」

以
前
に
「
本
無
今
有
、
己
存
還
蕪
」
が
詞
語
で
紹
介
さ
れ
た
例
を
、
筆
者
は
寡
罰
に
し
て
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
憎
掴
提
婆

訳
と
伝
わ
る
「
増
一
阿
含
』
で
は
こ
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る

)
O

さ
ら
に
、
こ
の
間
含
の
「
第
一
義
空
」
の
思
想
は
、
「
本
蛙
…
今

右
、
巳
害
還
無
」
と
い
う
諸
法
の
生
滅
の
相
、
つ
ま
り
、
諸
法
が
「
本
無
今
有
」
的
に
無
常
で
あ
る
こ
と
(
⑤
)
を
言
っ
て
い
る
に



過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
れ
は
『
大
乗
浬
薬
経
」
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
(
註
日
参
照
)
如
く
で
あ
る
が
、
「
大
智
度
論
』

の
〈
「
第
一
義
空
(
③
の
空
)
」
や
「
諸
法
空
(
③
の
空
)
」
の
思
想
〉
は
「
本
無
今
有
」
的
な
無
常
(
⑤
)
を
否
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
『
第
一
義
空
経
」
・
『
大
乗
浬
繋
経
」
と
、
「
大
智
度
論
」
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
の
思
想
の
本
質
が
異
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
玄
笑
訳
「
倶
舎
論
」
の
「
本
無
今
有
、
有
己
還
無
」
に
対
応
す
る
党
文
は
、

mwσ

冨
吉
川

F
Fミ
三
-
E国立
hpg

胃
皇
官
O
O
F
-
…
)
で
あ
る
か
ら
、
「
本
有
今
無
」
は
芸
王
手

5
5
9ぐ
さ
で
あ
ろ
一
円
。

第
六
節

結
び
に
代
え
て

遠
回
り
を
し
た
が
、
こ
こ
で
、
北
本
「
大
乗
浬
繋
経
』
全
四
十
巻
の
、
前
分
十
巻
に
梧
当
す
る
「
議
訳
の
確
実
な
浬
繋
経
」
に
対

応
す
る
テ
キ
ス
ト
に
後
か
ら
付
加
さ
れ
た
、
巻
十
「
加
来
性
品
」
の
「
本
有
今
無
」
傷
を
挙
げ
て
、
本
稿
の
考
察
の
結
論
と
今
後
に

考
察
す
べ
き
要
点
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

{
引
用
7
}

文
殊
部
利
の
言
さ
く
、
純
詑
は
心
に
如
来
常
住
を
疑
う
、
仏
性
を
知
見
す
る
を
得
た
る
力
を
以
て
の
故
に
。
若
し
仏
性
を
見

る
を
常
と
為
さ
ば
、
本
未
だ
見
、
ざ
る
時
は
応
に
是
れ
無
常
な
る
べ
し
。
若
し
本
蕪
常
な
ら
ば
、
後
に
亦
た
爾
る
べ
し
。
何
を
以

て
の
故
に
。
世
間
の
物
の
、
本
無
今
有
、
己
有
還
無
な
る
が
如
く
、
是
の
如
き
等
の
物
は
悉
く
是
れ
無
常
な
号
。
是
の
義
を
以

て
の
故
に
、
諸
仏
・
菩
襲
・
声
関
・
縁
覚
に
差
別
有
る
こ
と
無
し
、
と
。
爾
の
時
に
世
尊
、
開
ち
喝
を
説
き
て
言
わ
く
、

こ
と
わ
号

本
有
り
て
今
無
し
。
本
無
く
し
て
今
有
り
。
三
世
有
法
〔
三
世
に
右
で
あ
る
法
〕
。
是
の
〔
三
つ
の
〕
処
有
る
こ
と
無
し
。

「
大
智
度
論
」
は
「
本
有
今
無
」
傷
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)



『
大
智
震
論
』
は
「
本
有
今
無
」
儀
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

o;:I 

善
男
子
よ
、
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
諸
仏
・
菩
薩
・
声
間
関
・
縁
覚
に
、
亦
た
差
別
有
り
、
事
た
差
別
無
し
、
と
。

(
傍
点
務
隷
[

]
内
筆
者
)

ま
ず
、
こ
の
前
引
用
文
に
関
す
る
重
要
な
事
実
を
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
「
大
乗
浬
葉
経
」
の
数
少
な
い
党
文
断

簡
の
中
に
は
、
こ
の
{
引
用
7
】
を
誇
い
だ
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
【
引
用
7
】
の
前
後
の
党
文
が
一
読
き
に
存
在
し

て
い
る
の
に
、
{
引
用
7
】
の
全
文
が
、
そ
の
党
文
に
は
欠
落
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
は
、
「
純
陀
は
心
に
如
来
常
住
を
疑
う
」
(
傍
点
部
)
と
あ
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
「
堂
開
の
物
の
本
無
今
有
、

己
有
還
無
」
(
務
隷
部
)
が
示
さ
れ
て
い
討
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
手
え
て
釈
尊
が
「
本
有
今
無
」
渇
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
「
本
有
今
蕪
」
掲
に
は
、
巻
十
一
以
降
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、
市
閣
の
内
容
に
関
す
る
説
明
が
全
く
無
い
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、

こ
の
引
用
の
中
に
は
、
「
大
智
度
論
』
の
中
に
お
い
て
羅
什
が
用
い
た
漢
語
、
す
な
わ
ち
「
本
存
今
無
」
(
【
引
用
5
】
)
と
「
本
無
今

有
、
己
有
還
無
」
(
{
引
男
6
}
)
と
が
、
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
曇
無
識
が
「
大
乗
浬
繋
経
」
訳
出
の
襟
に
、

漢
訳
の
「
大
智
度
論
」
を
参
照
し
な
が
ら
「
本
有
今
無
」
傷
を
付
加
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。さ

ら
に
、
「
大
智
度
論
」
は
、
諸
法
は
空
で
あ
る
か
ら
、
「
本
有
今
無
」
・
「
本
無
今
有
」
と
い
う
蕪
常
で
も
な
く
、
「
三
世
有
法
」

と
い
う
常
住
で
も
な
い
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
の
「
大
乗
浬
繋
経
」
は
、
(
「
空
の
思
想
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と

言
わ
れ
て
は
い
(
む
も
の
の
)
当
然
の
如
く
空
の
思
想
を
主
題
と
し
た
経
典
で
は
な
く
、
如
来
や
大
浬
繋
の
需
を
説
く
経
典
な
の
で
あ

る
か
ら
、
如
侍
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
、
世
間
の
物
の
「
本
有
今
無
」
・
「
本
蕪
今
有
」
・
「
三
世
有
法
」
を
否
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
第
一
節
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
、
『
大
乗
浬
繋
経
」
の
巻
十
一
以
降
に
お
い
て
示

さ
れ
て
い
る
「
本
存
今
無
」
・
「
本
無
今
有
」
・
「
三
世
有
詰
」
を
否
定
す
る
理
由
は
、
文
字
の
上
で
は
「
大
智
度
論
」
に
説
か
れ
て
い



る
も
の
と
同
じ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

細
か
い
資
料
論
的
な
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
曇
無
識
の
伝
記
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
「
大
乗

浬
葉
経
」
の
訳
出
が
(
二
回
な
い
し
は
)
三
国
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
討
の
で
あ
り
、
布
施
博
士
の
曇
禁
識
に
関

す
る
諸
伝
や
経
録
の
詳
細
な
研
究
に
依
れ
ば
、
曇
無
識
の
訳
経
の
第
一
段
階
が
前
分
十
巻
で
あ
る
こ
と
も
確
実
の
よ
う
で
為
る
。
つ

ま
り
、
「
如
来
性
品
」
に
「
本
有
今
無
」
渇
が
付
加
さ
れ
た
十
巻
分
の
経
典
が
、
ま
ず
最
初
に
中
国
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ

の
傷
を
十
分
に
説
明
し
な
か
っ
た
こ
と
に
、
曇
無
識
が
不
足
を
感
じ
て
、
第
十
一
巻
以
降
の
テ
キ
ス
ト
を
求
め
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

曇
無
識
の
役
割
が
「
本
有
今
無
」
掲
の
付
加
に
~
留
ま
ら
な
か
っ
た
可
諮
性
も
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

筆
を
置
く
前
に
、
あ
え
て
筆
者
の
予
測
を
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
『
大
智
震
論
』
に
お
け
る
〈
空
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
お
い
て
存
続
し
て
い
る
法
性
〉
を
、
曇
無
議
が
、
「
大
乗
淫
薬
経
」
に
お
い
て
〈
仏
滅
後
に
も
存
続
す
る
仏
性
〉
と
し
て
、
強
読

し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
本
有
今
無
」
掲
を
否
定
す
れ
ば
、
必
然
的
に
、
空
と

い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
法
性
の
常
住
説
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
、
こ
の
予
測
が
正
し
い
の
な
ら
ば
、

曇
無
議
の
思
想
理
解
力
は
透
徹
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
言
を
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
、
こ
の
予
溺
は
、
『
大
乗
浬

繋
経
』
の
中
分
十
巻
の
内
の
「
党
行
品
」
に
お
い
て
、
第
一
義
空
と
「
本
無
今
有
」
的
蕪
常
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る
(
註
日
参
照
)

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
当
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
(
「
経
」
の
訳
出
が
三
回
に
分
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
に
従
う

な
ら
ば
、
そ
の
三
屈
呂
の
訳
出
に
当
た
る
)
後
分
二
十
巻
の
内
容
の
更
な
る
検
討
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の

諸
問
題
を
携
え
て
、
改
め
て
『
大
乗
浬
繋
経
」
の
第
十
一
巻
以
降
を
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
の
で
あ
り
、
こ
の
予
測
の
当
否
は
、
曇

無
議
が
こ
の
傷
を
付
加
し
た
意
図
が
、
〈
「
大
乗
浬
繋
経
」
の
思
想
の
独
自
性
を
主
張
す
る
た
め
〉
な
の
か
、
〈
『
大
智
度
論
」
と
「
大

乗
浬
繋
経
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の
相
違
を
課
俸
す
る
た
め
〉
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
の
解
明
と
共
に
、
後
5
の
考
察
に
委
ね
さ

ナエ、
E

，三ニノ、。

セ
て
し

f
f
く

『
大
智
度
論
」
辻
「
本
有
今
無
」
掲
を
如
荷
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

ヨ三



言主
(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
S
)
 

(
9
)
 

(
日
)

(
日
)

(ロ)
(
日
)

『
大
智
度
論
」
は
「
本
有
今
無
」
間
隔
を
熊
符
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

一一ーノ、

大
正
二
一
・
四
二
二
下
回
j
路
、
四
六
回
下
山
i
口
、
五
二
回
中
お
j
弘
、
五
三
二
上
お
j
m
。

国
訳
一
切
経
浬
繋
部
二
、

一
二
六
百
九
騨
註
一
六
。

布
施
『
浬
繋
宗
の
研
究
』
九
六
頁
(
医
書
刊
行
会
、
昭
和
西
十
八
年
)

高
崎
『
加
来
蔵
思
想
の
形
成
』

一三
O
頁
(
春
秋
社
、
昭
和
四
十
九
年
)
。

古
河
紘
間
前
掲
書
一
一
一
入
j
=
二
頁

下
田
「
原
始
浬
繋
経
の
存
在
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
一
一
二
器
)

三
分
辻
、
布
施
前
掲
書
一

O
四
頁
。
七
段
措
法
、
横
超
慧
日
『
浬
繋
経
』
四
一
頁
(
サ
1
ラ
叢
書
二
六
、
平
楽
寺
書
・
一
皆
、

布
施
浩
岳
『
題
訳
一
明
経
』
釈
経
論
部
八
『
謹
繋
経
本
有
今
無
鑓
議
』
「
解
題
」

一
五
六
頁
。

増
宗
日
く
。
疑
も
て
謂
う
、
本
有
今
無
は
蕪
常
法
な
り
。
如
来
、
既
に
是
れ
本
有
今
無
な
り
。
事
に
就
い
て
求
む
る
に
、
志
に
是
れ
無
常

一
九
九
七
年
)
。

此
の
閣
の
義
、
入
に
随
っ
て
不
定
な
り
。
「
大
股
淫
繋
経
義
記
」
巻
四
(
大
正
三
七
・
七
一
人
上
幻

i
n
)

な
り
，
。
認
し
て
宗
を
爵
い
て
常
を
言
、
っ
。
是
の
故
に
疑
な
り
。
『
大
殻
連
繋
経
集
解
」
巻
二
十
四
(
大
正
三
七
・
四
七
二
上
2
j
4
)

果
関
は
多
数
有
る
が
、
例
え
ば
、
『
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ

i
ヤ」

の
「
迦
葉
相
志

5
・

H
U
m
弓

9
5
5
2
2
2
5」

色
}
内
身
m
w
u
}
U
m
w

ユN

J

H

U

N

M

∞z
∞
、
『
南
伝
』
第
一
三
巻
三
二
匹
1
六
頁
)
、
『
雑
阿
含
』
(
大
正
二
・
二
二
六
上
日
j
中
7
、

中
日
)
参
照
。

(
H
U
斗
戸

R
R
m
m
w

吾
ヲ
H
2
9
2

E
一
九
上

3
i

大
正
二
五
・
七
八
下
、

一七
O
中、

一
七
一
上
、

一
七
一
中
、
二

0
0
中
、
二
二
二
中
、
二
人
入
中
、
二
九
O
下、

二
九
三

一
六
三
下
、

中
、
二
九
六
中
、
三
六
回
中
、
四
一
一
二
中
、
四
五
五
中
、
四
八
O
下
、
五
八
六
中
、
六
九
二
下
、
七
O
O
下
、
七
O
三
下
、
七
二
九
下
、

七
三
O
中
、
七
三
O
下
、
七
=
二
中
。

『
大
乗
浬
繋
経
』

の
、
傍
え
ば
、
巻
十
六
「
党
行
品
」

で
は
、
『
大
品
般
若
』
に
説
か
れ
る
「
十
八
空
」

の
内
の
十
一
一
檀
を
挙
げ
て
空
の
思



(
弘
)

(
日
)

(
日
)

(ロ)
(
認
)

(
時
)

(
お
)

(
包
)

(
包
)

(
お
)

想
に
言
及
し
て
い
る
(
大
正
二
一
・
匝
六
一
中
5
j
8
)
が
、
第
一
義
空
を
「
本
舞
今
有
」
的
な
無
常
と
混
陪
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(
再
下
8
i
M
)
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
大
智
度
論
」
は
空
の
思
想
に
よ
っ
て
「
本
蕪
今
有
」
的
な
無
常
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
、
後
に
本
文
中
で
阿
含
経
典
の
空
の
患
懇
に
触
れ
な
が
ら
考
察
す
る
。

担
論
「
大
智
度
論
に
顕
れ
る
得
無
生
法
忍
の
意
義
」
参
照
。
「
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
十
四
号
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
平
成
九

年ス
ー
カ
ラ
・
マ
ツ
ダ
ヴ
ァ
包
w
m
H
9
1
5
9
(
E
9
5
と
は
「
特
殊
な
き
の
こ
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
中
村
元
、
仏
典
講
座
1

『
遊
行
経
』

上
、
西
一

C
i
一
九
頁
(
大
蔵
出
張
、
昭
和
五
十
九
年
)
。

大
正
二
一
・
三
七
二
上
7

j
中
5

大
正
二
一
・
四
O
七
中
9
、
[
北
京
〕
=
二
巻
・
ぬ
七
八
八
・
一
八
八
頁
三
段
。

例
え
誌
、
高
時
前
掲
書
一
一
出
入
夏
。

大
正
二
一
・
三
七
二
上

2
i
中
ロ
、
下
回
『
蔵
文
和
訳
大
乗
浬
葉
経
」

一
一
一
一
頁
(
山
喜
一
房
、

一
九
九
三
年
)

大
正
週
四
・
七
西
五
中
幻
j
お

大
正
二
了
五
二
回
中
8
、
な
お
、
『
大
乗
窪
繋
経
」
の
こ
こ
で
の
第
一
義
空
は
、
空
と
不
空
を
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
る
の
で
、
後
に
触

れ
る
よ
う
に
『
大
智
度
論
』

の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

大
正
三
七
・
五
回
西
上
担
j
お

こ
の
〈
慧
遠
等
の
問
題
〉
と
〈
「
無
生
法
忍
」
と
「
仏
性
」
の
関
係
〉
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
一
平
成
十
二
年
に
駒
沢
大
学
で
開
催
さ
れ
た

宗
教
学
会
に
お
い
て
、
〈
大
乗
謹
業
経
の
「
如
来
常
生
・
仏
性
」
説
辻
「
大
智
震
論
の
患
想
」
の
改
変
か
〉
と
題
し
て
口
頭
で
発
表
を
行
っ

て
い
る
が
、
現
在
で
は
そ
の
内
容
に
見
直
し
た
い
点
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
発
表
に
お
い
て
は
、
本
稿
の
主
た
る
関
心
で
あ
る

と
こ
ろ
の
「
本
有
今
無
」
掲
に
つ
い
て
は
、
そ
の
自
由
で
あ
る
『
大
智
度
論
』
の
典
拠
は
艶
布
資
料
に
示
し
て
お
い
た
が
、
詳
細
な
検
討

は
保
醤
し
て
い
た
。
な
お
、
道
生
の
理
解
に
つ
い
て
筆
者
は
(
そ
れ
を
十
分
に
論
じ
る
資
格
は
な
い
の
で
あ
る
が
)
疑
念
を
持
っ
て
い
る
。

「
大
智
度
論
』
詰
「
本
有
今
無
」
弱
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

寸コ
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『
大
智
震
論
』
辻
「
本
有
今
無
」
喝
を
如
荷
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
司
)
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戸
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・
羅
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『
中
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0
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O
中
お
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、
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お

h
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ω
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q
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観
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p
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UNmwけの

な
ぜ
な
ら
、
自
性
を
も
っ
て
有
る
も
の
が
無
い
と
い
う
こ
と
辻
な
い
、
と
い
う
な
ら
ば
常
住
が
、

過
去
に
有
っ
て

現
在
辻
無
い

[
本
有
今
無
]
、
と
い
う
な
ら
ば
断
滅
が
、
付
随
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(
羅
什
訳
)
若
し
法
に
定
性
の
有
り
て
無
に
非
ら
ざ
れ
ば
、

則
ち
是
れ
常
な
り
。
先
有
に
し
て
今
無
な
れ
ば
、
是
れ
則
ち
断
滅
と
為

す
。
(
[

]
内
筆
者
)

「
観
邪
見
品
第
二
十
七
」
第
十
二
信

ロ9
H
V
H

mw寸
y

o
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戸
河
内
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ま
た
、

過
去
に
無
く
て
現
在
辻
存
る

そ
こ
に
誤
り
が
付
随
す
る

国、否
定宮、 2T
4耳手、 I 

τ、査
て、
生、と
じ、い
た、う
<l.戸、、、-
の、と
、 は

な
し、

な
ぜ
な
ら
、

か
ら
で
あ
る
。

我
は
、

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

作
ら
れ
た
も
の
、

あ
る
い
は
、

(
羅
什
-
訳
)
先
無
に
し
て
今
有
な
ら
ば
、
此
の
中
に
も
亦
た
退
有
り
。
我
は
別
ち
是
れ
作
法
に
し
て
、
事
た
是
れ
蕪
因
と
為
ら
ん
。

--、「一一一方

〕
内
筆
者
)

*
接
点
部
の

「
無
因
か
ら
生
じ
た
も
の
」

に
関
し
て
は
、

『
大
智
度
論
』
も
「
有
為
誌
が
本
無
今
有
で
は
無
因
か
ら
生
ず
る
こ
と
に
な
る

(
車
意
)
」
と
言
っ
て
い
る
(
大
正
二
五
・
二
九
六
中
ロ
j
お
)
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は

『
中
論
」
第
一
章
に
も
あ
る
。

例
え
ば
、
羅
什
の
用
い
る
「
諸
法
」
と
は
、

『
中
論
」

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

で
は
主
に
す
F
m
F
〈
与
(
諸
存
在
)

で
辻
主
に

2
3
2
t
g円
E
P
F
(

一
切
法
)
な
の
で
あ
る
か
ら
、
『
大
智
度
論
』

「
二
万
五
千
額
般
若
」

の

「
諸
法
」
は
き
吋
〈
戸
〔
Fmw吋E
P
F
で
あ
る
可
能
性
が
高

しミ。問
え
ば
、
大
正
二
五

J¥ 
J¥ 
上
16 

下
1 

二
九
人
中
U

j
下
6
、
三
三
二
上

5
1
6
0

一
七

O
中
山
j

一
下
4
、



(
幻
)

(
お
)

(
お
)

(
お
)

(
包
)

(
認
)

(
お
)

(
お
)

倒
的
え
ば
、
大
正
二
五
・
三
九
三
下
お
j

U
。

有
部
に
お
い
て
は
、
七
十
二
種
の
有
為
法
は
常
住
の
法
体
で
あ
る
が
、
『
大
智
度
論
」
が
否
定
の
対
象
と
し
て
意
識
し
て
い
る
有
部
の
常

住
の
法
は

(
管
見
に
よ
れ
ば
)
三
無
為
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。

『
大
口
問
般
若
」
に
も
、
「
諸
法
の
性
空
」
と
し
て
、
③
の
空
が
言
及
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

「
実
際
(
信

本
捺
)
品
第
入
十
」
。

こ
の
場
合
の
〈
法
性
〉
は
、
『
大
智
度
論
』
が
『
大
品
般
若
」

の
注
釈
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
『
二
万
五
千
寝
殿
若
」

の
吊
例
か
ら
見
る

と
、
門
戸
Fmw
可
言
主
的
F

(

党
本
〔
木
村
〕
N

・ω
u
]
V
匂
斗

H
L
N
W
H
N
)

は
有
為
蕪
為
に
つ
い
て
の
み
言
わ
れ
て
い
る
可
能
牲
が
あ
る
の
で
、
如
・
実
際

と
並
べ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
仏
}
百
円

5
9島
F
P
Z
(
党
本
[
口
三
乙
T
S
F
ミ
ム
∞
地
)
で
為
ろ
う
。
ま
た
、
罵
知
の
よ
う
に
、

中

論
」
に
お
い
て
は
、
羅
什
は
〔
言
問

E
丘町
F

を
「
諸
法
実
桔
」
と
漢
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
先
学
は
そ
れ
を
法
性
と
和
訳
し
て
い
る

の
で
、
区
別
加
が
、
必
要
で
あ
る
(
例
え
ば
、
稲
津
紀
三
・
曽
我
部
正
幸
編
訳
『
中
議
本
領
」

一
一
一
四
頁
(
三
宝
、
昭
和
六
十
三
年
)
、
三
枝

充
裏
『
中
論
」
函
九
三
頁
(
第
三
文
明
社
、

一
九
九
一
年
)
、
立
川
武
蔵
「
中
論
の
思
想
」
二
三
八
頁
(
法
蔵
館
、

一
九
九
四
年
)
な
ど

お)。
「
大
智
度
論
』
は
「
諸
法
実
相
に
は
畢
克
空
と
い
う
名
が
為
る
(
五
七
八
下
4
)
」
・
「
畢
寛
空
と
は
郎
ち
如
・
法
性
・
実
際
で
あ
る

(六

八
中
お
i
m
)
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
「
大
智
度
論
』
は
、
(
日
F
9
3
5
5
と
仏
E
9
2
5
9
2忌
言
を
、
そ
れ
ら
が
三
三

で

あ
る
こ
と
に
お
い
て
男
意
で
あ
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
般
若
波
羅
蜜
辻
是
れ
諸
法
実
相
な
h

ワ
(
西
八
五
下
7

j

8
)
」
と
言
わ
れ
、
諸
法
実
相
の
静
な
る
こ
と
の
異
名
の
中
に
は
如
・
法
性
・
実
際
と
般
若
波
羅
蜜
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る

(五

O
七
上
お
j
n
)
。
同
様
の
典
拠
は
植
に
も
多
数
有
る
。

註
包
参
照

例
え
ば
、
大
正
二
五
・
六
人
入
上
お
;
中
7
、
六
九
一
上
ロ

i
日。

『
大
乗
差
薬
経
』
に
盟
内
達
す
る
旦
〈
体
的
な
倒
、
す
な
わ
ち
、
浬
薬
と
如
来
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
て
お
く
な
ら
ば
、
③
に
見
ら
れ
る
渥
繋

『
大
智
震
論
』
は
「
本
有
今
無
」
掲
を
如
荷
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

ブL
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『
大
智
度
論
」
は
「
本
有
今
無
」
鑓
を
如
何
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

<=> 

に
関
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
、
外
教
と
害
部
が
、
そ
れ
ま
で
存
在
性
が
あ
っ
た
も
の
の
存
在
が
無
く
な
っ
た
と
こ
ろ
の
、
常
恒
的
な
有
と
し

て
の
虚
無
の
状
態
と
し
て
い
た
浬
葉
、
そ
の
浬
繋
が
「
大
智
度
論
」

の
立
場
か
ら
は
空
で
あ
る
と
い
う
、
あ
る
積
極
的
事
態
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
鰐
え
ば
、
大
正
二
五
・
二

C
七
下
ロ
j

初
、
三
九
三
下
部
i
お
)
。
ま
た
、
指
来
に
つ
い
て
も
、
再
様
の
覆
謹

的
な
意
味
に
お
け
る
如
来
空
が
説
か
れ
て
い
る
(
例
え
ば
、
五
六
回
中
弘
、
七
巨
大
中
川
品
。
「
中
論
」
第
二
十
二
章
第
十
四
億
に
も
「
如

来
の
自
性
空
」
が
説
か
れ
て
い
る
)
。
そ
し
て
、
間
四
五
回
中
佐
で
は
「
如
来
辻
空
中
に
不
可
得
な
り
、
空
を
離
れ
て
も
亦
た
不
可
得
な

り
」
と
あ
っ
て
、
『
中
論
』
が
第
二
十
二
章
第
十
一
揮
に
お
い
て
「
空
と
説
く
べ
か
ら
ず
、
不
空
と
も
説
く
べ
か
ら
ず
」
と
言
う
の
と
侍

様
で
あ
る
。

例
え
ば
、
大
正
二
五
・
七
回
下
7
1
3
0
不
可
説
は
『
二
万
五
千
填
殻
若
』
で
辻
、

S9H)YFFgY9
以
外
の
党
語
、
例
え
ば

mwH)54hpFPZ

な
ど
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

例
え
託
、
大
正
二
五
・
一

O
一
下
8
、
二
三
四
下
話
、
三
四
五
下
口
、
四
O
六
土
日
、
四
二
ニ
中
間
。

筆
者
は
、
平
成
十
一
年
に
東
洋
大
学
に
て
関
寵
さ
れ
た
印
仏
学
会
で
、
「
大
智
度
論
を
一
貫
す
る
主
題
は
不
住
浬
繋
の
患
懇
で
は
な
い
の

か
」
と
題
し
て
発
表
を
行
っ
た
。

中
村
元
・
紀
野
一
義
訳
註
『
殻
若
心
経
・
金
部
般
若
経
」
十
二
一
員
(
岩
波
文
庫
)
。
筆
者
は
、
ロ
智
正
可
降
、
ロ
P
4
E
可巴内
g
u
N
O
(
同
一
七
五

頁
)
を
、
永
遠
の
菩
薩
道
と
い
う
観
念
に
お
い
て
解
釈
し
た
。
そ
し
て
、
十
二
因
縁
の
順
逆
観
の
舞
尽
性
も
そ
の
観
念
で
理
解
で
き
る
、

と
考
え
て
い
る
。

大
正
二
五
・
六
九
O
下
日
j

n

『
大
智
度
議
』
大
正
二
五
・
六
九

O
中
ロ
j
話
、
「
大
品
般
若
」
大
正
八
・
四

O
O
下
日
j
お。

大
正
二
五
・
六
九
二
中
部
i
下
7

大
正
二
五
・
六
九
二
中
日

;
H
。
な
お
、
「
国
訳
一
切
経
』
「
釈
経
論
部
」
五
下
の
二

O
一
六
頁
と
『
国
訳
大
蔵
経
」

「
論
部
」

四
巻
の
五

一
四
頁
で
は
、
「
実
な
か
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
と
誤
植
さ
れ
て
い
る
の
で
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



(
必
)

(
斜
)

(
話
)

(
必
)

(
幻
)

(
認
)

(
鉛
)

な
お
、
「
三
世
有
法
」
は
、
正
当
有
部
が
主
張
す
る
「
三
世
が
有
」
の
こ
と
で
は
な
く
、
よ
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の

一
三
二
;
四
頁
、
法
蔵
館
、
詔
和
五
十
七
年
)
。
ま

た
、
②
に
晃
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
と
衆
生
と
が
分
吋
て
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
人
法
二
空
説
(
例
え
ば
、
大
正
二
五
・
八
五
中
日
)

「
三
世
に
有
な
る
法
」
の
こ
と
で
あ
る
(
例
え
ば
、
吉
元
信
行
「
ア
ピ
ダ
ル
マ
思
想
」

に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

数
例
を
挙
、
げ
て
お
こ
う
。
第
一
義
空
は
無
作
法
・
蕪
国
隷
法
・
細
微
法
を
破
す
〔
つ
ま
り
⑤
の
空
は
②
を
設
す
〕
、
第
一
義
は
諸
法
実
相

に
名
づ
く
(
大
正
二
五
・
二
八
人
上
認
j
下
1
)
。
第
一
義
空
は
大
空
と
も
呼
ば
れ
る
(
同
七
二
三
中

a
i
m
-
諸
法
実
語
は
畢
寛
空
・

性
空
・
蕪
一
所
得
空
で
あ
る
(
同
七
四
六
中
日
j
M
)
。
畢
寛
空
は
部
ち
是
れ
如
・
法
性
・
実
際
な
り
(
同
五
七
人
下
4
)
。
般
若
波
羅
蜜
は

是
れ
諸
法
実
相
な
ち
(
堂
西
人
五
下
7
j
g
)
」
。
ま
た
、
諸
法
実
相
の
注
げ
な
る
こ
と
の
異
名
の
中
に
は
如
・
法
性
・
実
擦
と
殻
若
設
羅
蜜

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
(
五

O
七
上

5
i
a
)
σ

自
性
言
。
σymzmw
に
つ
い
て
辻
、
や
は
り
、
羅
什
が
漢
訳
す
る
際
の
概
念
規
定
に
多
様
性
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
数
到
を
述
べ
て
お
け
ば
、

羅
什
が
『
大
品
般
若
』
で
用
い
る
「
自
性
」
は
、
『
二
万
五
千
嘆
殻
若
』
で
は

m
g
σ
F
m
w
g
だ
け
で
な
く
ヨ
丘
町
戸
町
mmロ
戸
で
あ
っ
た
ち
も

す
る
の
で
あ
り
、
逆
に
言
。
ー
ケ
げ
を
mw
を
「
法
性
」
と
漢
訳
し
て
い
る
倒
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
大
智
度
論
』
よ
り
後
に
訳
出
し
た

「
小
品
般
若
』
で
は
、

2
9
σ
F
p
g
を
「
邑
性
」
と
漢
訳
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
主
に
「
法
性
」
と
し
、
甘

E
rユ
ル
を
「
法
性
」
と
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
羅
什
が
『
大
品
般
若
」
で
「
法
性
」
と
漢
訳
す
る
の
は
基
本
的
に
〔
F
9
5
g
ι
-
F
P
Z
で
あ
る
。

制
抑
え
誌
、
「
一
一
切
語
法
は
国
縁
の
存
在
で
あ
る
か
ら
無
自
性
で
あ
り
、
無
自
性
で
あ
る
か
ら
空
で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な
一
文
は
、
大
正

二
五
・
二

O
七
下
m

j
お
に
あ
る
。

龍
樹
・
親
驚
ノ
ー
ト
』
七
一
頁
(
法
蔵
館
、

と
い
う
語
は
雲
師
」
に
出
て
い
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
無
論
、
筆
者
も
間
意
見
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
)
。
三
枝
捧
士
は
、
「
真
空
妙
有
」

三
枝
充
悪
「
大
智
度
論
入
門
」
『
増
補
新
版

真
野
正
顕
『
国
訳
一
切
経
』
「
大
智
度
論
」
「
解
題
」
十
一
頁

山
上
曹
源
『
冨
訳
大
義
経
』
『
大
智
度
論
」
「
解
題
」

一一員

『
大
智
震
論
」
は
「
本
有
今
無
」
備
を
如
荷
な
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)



(
日
)

(
日
)

(
臼
)

(
臼
)

(
日
)

(
日
)

(
日
)

『
大
智
震
論
』
は
「
本
有
今
無
」
喝
を
如
持
者
る
空
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
論
じ
て
い
る
の
か
(
武
田
)

最
近
(
平
成
十
年
)
刊
行
さ
れ
た
『
大
義
経
全
解
説
大
事
典
』
(
雄
山
障
出
版
)
に
お
け
る
笠
井
哲
氏
の
解
説
も
再
議
で
あ
号
、

か
つ
、

そ
こ
に
は
「
ラ
モ
ッ
ト
博
士
の
研
究
を
根
拠
に
し
た
『
大
智
度
論
』
の
著
者
が
龍
樹
で
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
」
(
取
意
)
と

も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
意
見
は
そ
の
対
撞
に
あ
る
と
こ
ろ
の
龍
樟
著
者
説
で
あ
る
。
拙
稿
「
『
大
智
度
論
』

の
著
者
は
や
は
り
龍

樹
で
は
な
か
っ
た
の
か
」
『
国
際
仏
教
学
院
研
究
紀
要
」
第
三
号
、
平
成
十
二
年
。
(
以
下
「
紀
要
論
文
」
と
略
称
)
。

筆
者
辻
、
「
紀
要
論
文
」
一
一
一
一
一
夏
に
空
患
想
の
適
用
外
の
も
の
と
し
て
「
後
世
・
生
生
」
を
挙
げ
、
安
易
な
態
震
で

「
大
智
度
論
』

の

護
麓
主
義
の
一
傍
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
果
報
と
し
て
の
「
後
世
・
往
生
」
で
あ
り
、
積
握
主
義
の
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、

『
中
論
」

第
二
十
四
章
で
の
空
思
想
の
範
囲
内
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

大
正
二
五
・
二
九
む
下
4

大
正
二
五
・
七
二
九
上
2
i
a
、
八
・
四
一
六
上
9
j
施
。
異
訳
に
も
あ
る
、
『
故
先
般
若
」
大
正
八
・
一
四
一
中
日

i
口
、
『
大
般
若
第

一
一
会
』
大
正
七
・
四
二
五
下
幻
j
六
上
初
、
『
大
殻
若
第
二
会
』
向
七
六
一
中
日
j

お
。
な
お
、
『
二
万
五
千
額
般
若
』

の
公
刊
さ
れ
て
い

る
部
分
で
の
罵
倒
に
お
い
て
性
空
は
日
)
門
戸
町
立
?
b
Z
U
1
9
S
な
の
で
あ
る
が
、
本
本
未
公
刊
の
こ
の
笹
所
は
玄
笑
訳
で
は

な
っ
て
い
る
の
で
君
主
)
y
p
g
t
Z
P
玄
ト
罫
と
思
わ
れ
る
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
党
本
の
公
刊
が
待
た
れ
る
。
ま
た
、
詳
し
く
説
明
す
る
余

「
自
性
空
」
と

諮
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
引
用
中
の
「
不
生
滅
は
化
の
如
く
な
ら
ず
」
は
、
『
大
品
般
若
』
や
そ
の
異
訳
に
お
い
て
は
「
不
生
不
滅
は
;
」

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
羅
什
は
「
大
智
度
論
』
に
お
い
て
『
大
品
般
若
』
を
訂
正
し
て
い
る
(
僧
叡
『
大
品
般
若
序
』
参
照
)

の
で

あ
る
し
、
本
文
第
三
節
に
掲
、
げ
た
諸
法
の
分
類
か
ら
見
て
も
、
「
不
生
滅
誌
・
:
」
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

大
正
二
五
・
七
三

O
下
U

j
上
7

仏
性
思
想
の
起
源
と
し
て
は
、
関
知
の
よ
う
に
殻
若
経
の
自
性
清
浄
心
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(
例
え
ば
平
川
彰
著
作
集
第
三
巻
『
初
期
大

乗
仏
教
の
研
究
一
」
三

O
五
j

二
人
頁
)
が
、
『
大
智
度
論
』
の
著
者
の
そ
れ
に
対
す
る
理
解
は
「
清
誇
と
は
空
で
あ
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
雲
旦
中
に
度
々
提
示
さ
れ
て
い
る
(
例
え
ば
、
大
正
二
五
・
五
O
八
下
5
j
7
、
七
二
三
中
9
;
日)。

大
正
二
五
・
七
人
中
幻
j
下
回



(
訂
)

(
認
)

(
臼
)

(
印
)

(
む
)

(
位
)

(
岱
)

(
倒
)

二
五
・
七
人
下

g
、
二
九
三
中
弘
、
四
五
五
中
口
、
四
八
O
下
9
、
五
八
六
中
刀
、
七
二
九
下
訂
。

例
え
ば
、
大
正
二
五
・
一
六
三
下

n
i
m、
五
八
六
中
路
j
話。

例
え
ば
、
「
異
部
宗
輪
論
」
大
正
四
九
・
一
六
下
お
i
U
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

「
本
無
今
有
、
己
有
還
無
」
は
、

ピ
ダ
ル
マ
・
デ
ィ

l
パ」

吉
元
信
行
教
授
の

の
研
究
に
依
れ
ば
、
本
来
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
説
と
サ
1
ン
キ
ヤ
学
派
の
患
想
、
す
な
わ
ち
、
京
医
(
ヴ
ェ
ー
ダ
で 『ア

は
「
太
陽
」
・
サ
i
ン
キ
ヤ
で
は
「
勝
因
」
)
と
結
果
(
共
に
「
眼
」
)
に
関
す
る
、
異
な
っ
た
主
語
の

〈
因
果
論
的
な
議
論
〉

で
あ
る
と

こ
ろ
の

「
国
中
有
果
説
」
に
反
論
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
(
吉
元
請
掲
書
一
四
三

i
六
頁
)
。
と
は
い
え
、

京
国
で
あ
る

「
太
陽
」
や
「
勝
霞
」

の
無
を
言
う
経
量
部
と
大
衆
部
の
説
は
、
結
果
で
あ
る
「
践
」

「
本
無
今
有
、
己
有
還
難
」

で
あ
る
か
ら
、

の

同

一
の
主
語
の

〈
存
在
論
的
な
議
論
〉
に
な
る
の
で
あ
る
。

大
正
二
・
九
二
下
口
j
話
、
大
正
二
九
・
一

O
五
中
包
j
沼
、
二
五
人
下
却
、
六
二
五
下
却
。
こ
の

『
倶
舎
論
』
と
『
顕
正
理
論
』

の
文

章
は
『
第
一
義
空
経
』
な
る
経
典
の
一
節
で
あ
り
、
こ
の
経
典
は
本
文
中
に
も
示
し
た
「
雑
阿
含
』
巻
十
三
(
ぬ
三
三
五
)
や
「
増
一
阿

含
」
巻
三
十
(
「
六
重
品
」
ぬ
七
)
に
相
当
す
る
わ
け
だ
が
、
残
念
な
が
ら
己
本
は
無
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
持
含
経
典
に
お
け
る
教
説

の
主
は
釈
尊
で
あ
っ
て
、
「
大
智
度
論
」
に
お
け
る
そ
れ
が
摩
詩
遊
葉
で
あ
る
こ
と
と
は
異
な
る
。

大
正
二
・
七
一
三
下
出
i
U
。

『
第
一
義
空
経
』
に
関
し
て
は
、
ラ
モ
ッ
ト
、
松
田
和
信
、
宮
下
構
輝
の
各
氏
に
論
文
が
あ
る
が
、
本
稿
に
示
し
た
筆
者
の
理
解
と
は
爵

連
性
が
薄
い

o
F
S
5
0
3
0
¥
4
5芯
∞

A
5
5
(吉
∞

mwBUコド
E
m
w
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9
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に
な
江
戸
ミ

H
F
G
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P
O
O
N
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¥
O
三
S
H
Q
N

h
H『
H

a

込
」
ま
の
Q

可
刊
誌
に
忌

s
u
g
-
-
g
F当
忌

w
F
o
p与
O

ロ

za)、
松
田
「
縁
起
に
撰
す
る
「
雑
河
合
」
の
三
経
典
」
(
『
仏
教
研
究
』
第

十
四
号
、
国
際
仏
教
徒
協
会
、

一
九
入
居
年
)
、
宮
下
三
倶
ふ
一
口
論
』
に
お
け
る
本
無
今
有
論
の
背
景
」
(
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
大
谷
大
学

仏
教
学
会
、

一
九
八
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Summary 

A significant verse of the Mαhaparinirva-，;asutra 
and its interpretation in the 
Mahapraj主aparamit話 astra

Kohgaku Takeda 

The MahapariniruaT}αsutrαn大般浬葉経jT374)， translated into 

Chinese by Dommusin (曇無識)， con土ainsa significant verse stating， 

“(Dharmα， which) existed in the past， do not exist now (本有今無

bhutua na bhαuαti). (Dhαrma， which) did not exist in the past， exist 

now (本無今有 αbhutvabhαuαti). (Dharmα) exist in the three (past， 

present and future) times (三世宥法上 Suchthoughts (previous three 

sentences) can not be (蕪有是処)". This verse however， can nei ther be 

found in the Sanskrit fragments， nor in the Tibetan translation (Peking 

edition， No. 788). If we manage to understand， why this verse is included 

in the Chinese version， we can clarify the process of its formation. 

The meaning of this verse is， that dhαrmαare neither impermanent， 

so， how does the Chinese version explain 

dharma? In the Mahaprαj記parαmitasastra(r大智度論jT1509) trans-

lated into Chinese by Kumarαj1Jua (鴻摩羅行)about nine years before 

many passages explaining this 

dharmadhatu (法性

If this is nor permanent. 

the Mαhapαrirzirutzrzαsutrα， there are 

verse. For example， it is stated that“Since 

nature of dharma) is 弱 πyatι(空)， dharma are also sunyata， and tha t 

theref ore both (dhαrmαdhatu and dharmα) are neither impermanent， 

nor permanent. Dhαrmadhatu's s長nyαtashould therefore not be seen 

as nihility， but rather as that， which enables the bodhisattva to turn 

avidya (無明)into uidya (明).I suggest， that Dommusin adapted the 

Chinese wording of his transla tion to the one previously f orged by 

Kumaraj1Jua， as in cases of “本有今無"and “本無今有、己有還無 (b劫h版丘玩tu凶δ 
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